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本製品の使用・適用についての注意

　【１】　本製品はＰＣＩバス～ＰＣ１０４バスに装着して使用するものです。

　　　　構造と適用

　　　　　本製品はＰＣＩ側、およびＰＣ１０４バス側のインターフェースボードと接続ケーブル
　　　　から成ります。（ＥＸＢ－８１２ＡＫは電源付ボックス入）

　　　　　ＰＣＩバス側インターフェースボードＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩは通常、パソコンまたは
　　　　同ＰＣＩ拡張ボックス内に装着し、添付のハンドラ関数ライブラリで制御します。

　　　　　ＰＣ１０４バス側インターフェースボードＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４は上下に任意の
　　　　ＰＣ１０４アプリケーションボードをスタック接続して使用します。　本ボード上のバス
　　　　インターフェース素子（７４ＡＬＳ６４５Ａ－１、または同等）の駆動能力は、

　　　　　　Ｉsink　＝　４８ｍＡ（max）／ＶoL＝０.５ｖ    左記仕様は
　　　　　  Ｉsource＝－１５ｍＡ（max）／ＶoH＝２.０ｖ　　アドレスバス、
　　　　　  ＩiL＝－１００μＡ（max）　　　　　　　　　　 Ｉ／Ｏ制御、リセット信号、等
　　　　　  ＩiH＝　　２０μＡ（max）　　　　　　　　　　 ＰＣ１０４バス全信号線に適用。

　　　　　以上の各値からＤＣ電気的には、ＴＴＬレベルのＰＣ１０４アプリケーションボードを
　　　　最大で３０枚もドライブする能力がありますが、アプリケーションボード側の使用素子と
　　　　バス長、５ｖ電源容量（３Ａｘ２ピン）が実際の接続可能枚数を決めることになります。
　　　　　当社製アプリケーションボードだけなら８枚までの安定動作を確認しています。

　【２】　本製品が組み込まれたシステムの運用対象・方法・場所・環境等によって、故障・誤動
　　　　作等が生じた場合に起こり得る、身体・生命・財産等に対する損害の回避措置は同システ
　　　　ムの設計・制作に別途付加・反映させてください。　本製品自体には前述の機能は無く、
　　　　したがって当社では本製品が組み込まれたシステムの運用により発生した故障・誤動作・
　　　　事故に起因する身体・生命・財産等の損害に対する責任は負えません。　これは本製品の
　　　　故障・誤動作が原因となった場合も含み、理由の如何を問いません。

　【３】　本製品付属のソフトウエアは本製品利用の方法を示す例、またオプションの関連ソフト
　　　　ウエアは本製品利用の一般的便宜をはかるものであり、現在未発見のバグ存在の可能性も
　　　　含めて、運用結果についての責任は一切負えません。
　　　　　これらのソフトウエアには自身が組み込まれたシステムに故障・誤動作・事故等が生じ
　　　　た場合に起こり得る身体・生命・財産等に対する損害の回避機能はありません。　御利用
　　　　の場合は同システムの設計・制作で配慮・付加・反映させてください。

　【４】　本製品（付属ソフトウエア含む）、およびオプションの関連ソフトウエアは医用・航空
　　　　機器用・その他、高信頼性・高安全性を必要とするシステムに使用しないでください。

　【５】　本製品付属のソフトウエアについて当社は著作権を保持しますが、第３者の権利を侵害
　　　　しない限りにおいて、購入者は自身が制作するシステム等に自由に組み込み、販売するこ
　　　　ともできます。　但し、当社製ソフトウエアのソースコードを含むソフトウエアを第３者
　　　　に販売・移転するときは当社の文書による事前許可を必要とします。

　【６】　当社では本製品の販売・サポート・保証の範囲を日本国内に限っています。
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故障・修理・サポート方法について

　【１】　納入後１年間は自然故障、および当社製造上の問題に起因したことが明らかな故障製品
　　　　に対して無償修理を行います。  但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか否
        かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

　【２】　落雷等の自然現象、または漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、使用者側の責に帰
　　　　する故障品に対しては実費にて修理をお請けします。

　【３】　修理は宅配便によるセンドバックで行います。　なお、運賃は互いに発送する側が負担
　　　　するものとします。（無償修理の場合も含む／着払い不可。）

　【４】　本製品使用上の質問・トラブル対応・故障修理等は入手経路の如何にかかわらず、当社
　　　　宛に直接御相談・御用命ください。　その際は、客観情報の整理・評価を行うために必ず
　　　　ＦＡＸ等でレポートを御送付ください。（解決速度が格段に上ります。）
　　　　　本書末尾の《Ｑ＆Ａフォーム》が便利です。

　 製品構成　　◆ＰＣＩバス側ボード、◆ＰＣ１０４バス側ボード（専用スペーサ４個付）、
               ◆両バスボード接続ケーブル、◆回路図、　◆取扱説明書、
               ◇ＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥ／２０００／ＸＰ用ドライバ＆Ｉ／Ｏ関数ＤＬＬ、
　　　　　　   ◆（ＰＣ１０４バス側）電源付き収納ボックス／ＥＸＢＥＸＢＥＸＢＥＸＢ－８１２ＡＫのみ／

　 価格表
　　　　　　　　

　　　　  製品名   当社直販価格 　　　　　　　　　　　　  製品の概要
 ＢＩＦ－８１２ＡＫ  ￥３６,０００   ＰＣＩ／ＰＣ１０４バスブリッジ・キット（両端ボード＆ケーブル）
 ＶＳＭ－５２０ＳＷ  　￥２,４００  （オプション）５ｖ／２Ａ電源ＡＣアダプタ

　　　　　　　　

　　　　  製品名   当社直販価格 　　　　　　　　　　　　  製品の概要
 ＥＸＢ－８１２ＡＫ    ５６,０００ 　ＰＣＩ／ＰＣ１０４バスブリッジ・キット（電源、ボックス付）
（以下オプション）
 ＰＷＲ－８ｘｘ－２５Ｗ 　５ｖ／３.５Ａ電源キット（１２ｖバッテリ入力可能）
 ＰＮＬ－１４１ＢＮＣ-１６    ２２,０００ 　アナログ１６チャンネル入力用・ＢＮＣパネル　／１－２項参照／
 ＰＮＬ－１４１ＢＮＣ-８    １８,０００ 　アナログ　８チャンネル入力用・ＢＮＣパネル　／１－２項参照／
 ＰＮＬ－１４２ＳＴＬ    １４,０００ 　アナログ１６チャンネル入力用・端子台パネル　／１－２項参照／
 ＰＮＬ－１４３ＳＴＬ    １４,０００ 　デジタル１６チャンネル入力用・端子台パネル　／１－２項参照／

　　  《 エコセット 》  本体製品型名の末尾に（Ｅ）を付すと、印刷された取扱説明書と添付ソフトが除外された
　　　　　　　　　　　エコセット（￥１０００割引）になります。

      　《 言語 》　　  英文取扱説明書を御希望の場合は御指定ください。（本製品は当社・日本製です。）

                       なお取扱説明書ＰＤＦファイル、およびサポートソフトウエアは当社ホームページからも
　　　　　　　　　　　 ダウンロードできます。
                   www.microscience.co.jp
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》                             　　　　      　　       　　 １-１. 本機の仕様・概要

第１章．導 入

１１１１----１１１１. . . . 本機の仕様本機の仕様本機の仕様本機の仕様・概要・概要・概要・概要

  本機はＰＣ１０４バスボードをＰＣＩバスに接続して使用するためのインターフェース・キット
です。　ＰＣＩスロットに装着されるＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩ（短サイズ）はＷＩＮＤＯＷＳシス
テムのプラグアンドプレイ機能によりＩ／Ｏアドレスが割り当てられ、これがＰＣ１０４バス上の
Ｉ／Ｏアドレス（ｘｘ００Ｈ～ｘｘＦＦ番地／ｘｘはスイッチ設定）としてアクセスできますが、
ｘｘ００～ｘｘ０Ｆ番地だけはＰＣ１０４バス上の割り込み要求モニタ等に占有されています。
　ＰＣ１０４バス側のＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ボードは単純バスバッファで本ボードの上下に
汎用のＰＣ１０４バスＩ／Ｏボードを装着して使用することができますが、メモリ制御信号が省略
されているため、メモリアクセス機能やバスマスタ・ＤＭＡ機能は使用できません。

　　　 　　　　　　　　　図１－１Ａ．ＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫシステム構成図

                                                  
                                                 　　 ＤＸ１００Ｄ－１００
                                              　　（両ボード接続１ｍケーブル）

　　ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩ　　　　　　      　   　　　　　　                       ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４
　　（ＰＣＩバス側ボード）　　　　　　　    　　　                                 （ＰＣ１０４バス側ボード）

　　　　　　　　　 図１－１Ｂ．ＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫシステム構成図 　 
                                                                               　　　　　（前面は無穴パネル）
                                                                                      
                                                                           
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 背面
                                                                                         　　　      PS  P-IN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                            　 ＤＸ１００Ｄ－１００
                                         　　　両ボード接続ケーブル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩ　　　　　　      　   　　　　　　         　　　　　　　　　ＥＢＯＸ－０１９Ｂ
　　（ＰＣＩバス側ボード）　　　　　　　                                   　　　    （システム収納ボックス）

　システム仕様

　■接続対象：ＷＩＮＤＯＷＳ２０００、９８、ＭＥ、またはＸＰのインストールされたパソ
　　　　　　　コンのＰＣＩ拡張スロット、または同パソコンのＰＣＩ拡張ボックス。

　■基本構成：ＰＣＩインターフェースボード、ＰＣ１０４インターフェースボード、および
　　　　　　　接続ケーブル。／ＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫ基本キット／
　　　　　　　なお／ＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫはＰＣ１０４システム＆電源収納ボックス付／

　■ハンドラ：ＷＩＮＤＯＥＳ２０００、ＸＰ、９８、またはＭＥ上で動作するＷＤＭドライバ、
　　　　　　　および汎用Ｉ／Ｏアクセス関数ライブラリを添付。

　■割り込み：ＰＣ１０４バス上の全レベルを特定Ｉ／Ｏポート上でポーリング可能、また、
　　　　　　　任意の複数レベルをＯＲ接続でＰＣＩバス上の割り込み１レベルに対応可能、
　　　　　　　さらに添付のハンドラ上でメッセージ発信動作も可能。
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１-１. 本機の仕様・概要                                                           《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》

  各構成要素の仕様

　(1)ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩ（ＰＣＩバス側インターフェースボード）

 　  ◇ＰＣＩ～ＰＣ１０４バス（２５６バイト分）Ｉ／Ｏインターフェース機能、
       ◆プラグアンドプレイ設定、◆下位１６バイトは特定用途に固定、◆メモリアクセス不可。

　　 ◇ＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ／９８／ＭＥ用ＷＤＭドライバ＆関数ライブラリを提供。

　 　◇割り込み：１レベル（複数割り込みはＯＲで利用）
　　　　　　　　 添付のハンドラでは任意のＰＣ１０４バスＩ／Ｏポートの変化を検出して
　　　　　　　　 メッセージを発信する機能があり、割り込み要求の認識にも利用可能。
　　　　　　　　 なおＰＣＩバスで直接の割り込み対応機能なし。（ＷＤＭドライバの制限）

 　  ◇ＰＣＩ標準ショートサイズ（１７４.３×９８.４）／突出部・カードエッジ含まず。

　　 ◇動作温度範囲：０～＋４５℃、◇保存温度範囲：－１０～＋８０℃ ／結露しないこと／

 　  ◇電源・消費電流：＋５ｖ／０.５Ａ（パソコン側から供給）

　(2)ＢＩＦＢＩＦＢＩＦＢＩＦ----８１２ＡＰＣ１０４８１２ＡＰＣ１０４８１２ＡＰＣ１０４８１２ＡＰＣ１０４（ＰＣ１０４バス側インターフェースボード）

　   ◇ＰＣ１０４バスバッファ：Ｉ／Ｏアクセス機能（１０Ｈ～ＦＦＨ番地範囲内）／２-２項／
　　　　　　　　　　　　　　　 割り込み利用可能、但しＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩおよび添付ハン
　　　　　　　　　　　　　　　 ドラの機能制限あり。  メモリアクセスは不可。

　   ◇ＰＣ１０４拡大サイズ（９０.２×１１６.７）／突出部・カードエッジ含まず。

　　 ◇動作温度範囲：０～＋５５℃、◇保存温度範囲：－１０～＋８０℃ ／結露しないこと／

     ◇電源・消費電流　：＋５ｖ／０.６Ａ（拡張システム側から要供給）

　(3)ＤＸ１００ＤＤＸ１００ＤＤＸ１００ＤＤＸ１００Ｄ----１００１００１００１００（両ボード接続１ｍ長ケーブル）

     ◇両端コネクタ：ヒロセ社製（１００ピン・ハーフピッチ）

　　　　 プラグ型式：ＤＸ４０－１００Ｐ－（０３）
　　　　 シェル型式：ＤＸ１００－ＣＶ１

　(4)ＥＢＯＸＥＢＯＸＥＢＯＸＥＢＯＸ----０１９Ｂ０１９Ｂ０１９Ｂ０１９Ｂ（ＰＣ１０４バス側ボックス）：ＥＸＢ－８１２ＡＫのみ。

　　 ◇ＰＣ１０４ボード最大４枚まで装着可能

◇ ＡＣアダプタ： ＡＣ１００～２４０ｖ入力（ＪＳＡＰ２規格に準拠、センター＋）
　　　 　　　　　　　 ＤＣ５ｖ／２Ａ出力（このうち BIF-812APC104BIF-812APC104BIF-812APC104BIF-812APC104 が０.６Ａ消費）

　 　◇前面パネルはアルミ製で任意に穴あけ利用可能。

　　　　 ■製品名：ＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫＢＩＦ－８１２ＡＫ＝(1)＋(2)＋(3)
　　　　 ■製品名：ＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫ＝(1)＋(2)＋(3)＋(4)／汎用ボックス＆電源付／



7

《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》                             　　　　      　　      　 　 １-１. 本機の仕様・概要

　　　　　　　　　　　　　　図１－１Ｃ．機能ブロック

　　　　　　　 （ＢＩＦ-８１２ＡＰＣＩ） 　   （ケーブル）　 　（ＢＩＦ-８１２ＡＰＣ１０４）　　ＰＣ／１０４バス
　ＰＣＩバス
　インターフェース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ＳＷ１　　　　　　　　　　　　　 アドレスバス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　上位８ビット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＷ２
                                                                                               １６ビット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 　 下位８ビット　　　　　　　　　　　　　　　　　 下位８ビット

                    　   （ドライバ）                                     （ドライバ）
                                                                                               データバス

                           データバス　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 データバス　　　　 １６ビット

　　 　ＲＥＳＥＴ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＥＳＥＴ
　　　　 　ＩＯＲ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＯＲ
　　　　 　ＩＯＷ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＯＷ
　　　　 　ＢＨＥ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＨＥ
　　　 　　ＡＬＥ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＬＥ
　　　 　ＭＥＭＲ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＭＥＭＲ
　　　 　ＭＥＭＷ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＭＥＭＷ

　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＯＣＨＲＤＹ
　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＯＣＳ１６
　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＥＭＣＳ１６
                （システム制御レジスタ）

　　　　　 　　　 　ボード番号　　  　ＳＷ１　　　　　　　　                          （システム制御レジスタ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  　リセット＆ボードＩＤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　  ＰＣＩ割り込みモニタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　  ＰＣＩ割り込み制御
　　　　　　　　　　　　　　　　  許可／禁止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  割り込みレベル・クリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　  割り込みレベル・モニタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　  ＰＣ１０４割り込み制御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　許可／禁止
                                                           　　　　　　　　　　　　 　　　同上・読み返し

　　　　　　　　　　　　   　 ゲート　 　 ＯＲ　　　  セット／リセット　　 　ゲート　 　    ＩＲＱ３～１５
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　   接続　　　  （レベルに変換）　　 　　　　　　　   （割り込みエッジ）

　
      　 　　    ＋５ｖ　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋５ｖ
　　　 　　　　　ＧＮＤ　　　　　ＣＮ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＧＮＤ
　　　 　　　　－１２ｖ　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１２ｖ
　　　　 　　　＋１２ｖ　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋１２ｖ

　　　　　　　電源供給：５ｖ０.５Ａ（＋負荷ＰＣ１０４バス・ボード消費分）、±１２ｖは無し。
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１-１. 本機の仕様・概要                                                            《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》

　　　　　　　　　　　表１－１．ＰＣ／１０４バス・コネクタピン接続

ピン番号 　J1／P1（Ａ列） 　J1／P2（Ｂ列） 　J2／P1（Ｃ列） 　J2／P2（Ｄ列）
  　０ 　　-- 　　-- 　ＧＮＤ  ＧＮＤ
 　 １   ＩＯＣＨＣＨＫ  ＧＮＤ 　ＳＢＨＥ＊  ＭＥＭＣＳ１６＊
  　２   ＳＤ７  ＲＥＳＥＴＤＲＶ 　ＬＡ２３  ＩＯＣＳ１６
 　 ３   ＳＤ６  ＋５ｖ 　ＬＡ２１  ＩＲＱ１０
  　４   ＳＤ５  ＩＲＱ９ 　ＬＡ２２  ＩＲＱ１１
  　５   ＳＤ４  －５ｖ 　ＬＡ２０  ＩＲＱ１２
  　６   ＳＤ３  ＤＲＱ２ 　ＬＡ１９  ＩＲＱ１５
  　７   ＳＤ２  －１２ｖ 　ＬＡ１８  ＩＲＱ１４
  　８   ＳＤ１  ＥＮＤＸＦＲ＊ 　ＬＡ１７  ＤＡＣＫ０＊
  　９ 　ＳＤ０  ＋１２ｖ 　ＭＥＭＲ＊  ＤＲＱ０
  １０ 　ＩＯＣＨＲＤＹ  （ＫＥＹ）注２ 　ＭＥＭＷ＊  ＤＡＣＫ５＊
  １１ 　ＡＥＮ  ＳＭＥＭＷ＊ 　ＳＤ　８  ＤＲＱ５
  １２ 　ＳＡ１９  ＳＭＥＭＲ＊ 　ＳＤ　９  ＤＡＣＫ６＊
  １３ 　ＳＡ１８  ＩＯＷ＊ 　ＳＤ１０  ＤＲＱ６
  １４ 　ＳＡ１７  ＩＯＲ＊ 　ＳＤ１１  ＤＡＣＫ７＊
  １５ 　ＳＡ１６  ＤＡＣＫ３＊ 　ＳＤ１２  ＤＲＱ７
  １６ 　ＳＡ１５  ＤＲＱ３ 　ＳＤ１３  ＋５ｖ
  １７ 　ＳＡ１４  ＤＡＣＫ１＊ 　ＳＤ１４  ＭＡＳＴＥＲ＊
  １８ 　ＳＡ１３  ＤＲＱ１ 　ＳＤ１５ 　ＧＮＤ
  １９ 　ＳＡ１２  ＲＥＦＲＥＳＨ＊  （ＫＥＹ）注２ 　ＧＮＤ
  ２０ 　ＳＡ１１  ＳＹＳＣＬＫ 　　-- 　　--
  ２１ 　ＳＡ１０  ＩＲＱ７ 　　-- 　　--
  ２２ 　ＳＡ　９  ＩＲＱ６ 　　-- 　　--
  ２３ 　ＳＡ　８  ＩＲＱ５ 　　-- 　　--
  ２４ 　ＳＡ　７  ＩＲＱ４ 　　-- 　　--
  ２５ 　ＳＡ　６  ＩＲＱ３ 　　-- 　　--
  ２６ 　ＳＡ　５  ＤＡＣＫ２＊ 　　-- 　　--
  ２７ 　ＳＡ　４  ＴＣ 　　-- 　　--
  ２８ 　ＳＡ　３  ＢＡＬＥ 　　-- 　　--
  ２９ 　ＳＡ　２  ＋５ｖ 　　-- 　　--
  ３０ 　ＳＡ　１  ＯＳＣ 　　-- 　　--
  ３１ 　ＳＡ　０  ＧＮＤ 　　-- 　　--
  ３２ 　ＧＮＤ  ＧＮＤ 　　-- 　　--

        【注１】Ｃ列，Ｄ列は１６ビット・モジュールのみに必須。
        【注２】ＫＥＹは誤挿入防止キイ。
        【注３】各信号の機能、およびタイミングはＩＳＡバスに準拠。
        【注４】灰色枠は本システム（ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ）のサポート外。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》                                           　  １-２. 構成品、およびボード上の設定

１１１１----２２２２. . . . 構成品、およびボード上の設定構成品、およびボード上の設定構成品、およびボード上の設定構成品、およびボード上の設定

  ■（両端ボード＋ケーブル）基本キットＢＩＦ－８１２ＡＫ

         （ＰＣ１０４バス側ボード）
   　　  　ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩ →

　　　
　　　　
　　　　両ボード接続ケーブル↓

           （ＰＣＩバス側ボード）
　　　　   　ＢＩＦ－８１２ＰＣＩ →

　　

　■電源・箱入のフルキット
　　　ＥＸＢ－８１２ＡＫ →

　ＢＮＣパネルはオプション
　（標準はブランクパネル）
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１-２. 構成品、およびボード上の設定                                                《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》

                 　              　図１－２Ｃ．ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ボード上の配置
                       電源
　　　　  電源入力 　  ＳＷ    　　　　　　　　　       ＣＮ１
           ＪＫ１           LED

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　           　　          
                                     
     33   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点線から切取可能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
       
　　　　　　　  （未実装）
　　　　　　　　
　　　　　　　　

 137
                                      
                                        LED（未実装）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          SW2
　　　　　　                            4
                        　　　　        3
　　　　　　            　　　　　      2                                 SW1
　　　　　　           　 ＣＮ２        1        JP-P12
　　　　　　　　　　　　                         JP-M12　　PC104 bus conector
　　　　 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 　　
　　　　　　　　　                        　　　　　　 　 90.2
                                              141
                                          

 ◇ＣＮ１：対ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード対ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード対ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード対ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード接続コネクタ（ヒロセ製：ＤＸ１０Ａ－１００Ｓ）

 ◇ＣＮ２： 電源接続コネクタ（ＡＭＰ製：１７４８０４－１）  ４：＋５ｖ
　（横向）  適合プラグ・ハウジング：１－４８０４２４－０　　３：ＧＮＤ（リターン）
　　 　　　 適合プラグ・コンタクト：６０６１９－１　　　　　２：－１２ｖ（option）
　　 　　　 適合電線：ＡＷＧ２０～１４　　　　　　　　　　　１：＋１２ｖ（option）

  　　  ★通常はＪＫ１からの電源入力がパターン接続されているので当コネクタは不使用。

 ◇ＪＰ－Ｐ１２：＋１２ｖ電源の対バスコネクタ接続ジャンパラウンド【出荷時：開放】
 ◇ＪＰ－Ｍ１２：－１２ｖ電源の対バスコネクタ接続ジャンパラウンド【出荷時：開放】
 ◇ＳＷ１，ＳＷ２：（HEX 上位２桁）Ｉ／Ｏベースアドレス設定【出荷時：０，１】／２－２項
 ◇ＬＥＤ：電源ＯＮ表示用。
 ◇ＪＫ１：ＡＣアダプタ電源入力用ジャック（ＤＣ５ｖ／２Ａ入力）。　センター＋
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》                                               １-２. 構成品、およびボード上の設定

　　製品：ＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫＥＸＢ－８１２ＡＫにはインターフェースボードと接続ケーブルのほかに電源付きの
　ユニバーサルボックスＥＢＯＸ－０１９ＢＥＢＯＸ－０１９ＢＥＢＯＸ－０１９ＢＥＢＯＸ－０１９Ｂが含まれます。
　　また当ボックスには任意のＰＣ１０４ボード４枚を装着ボード４枚を装着ボード４枚を装着ボード４枚を装着・使用することができます。

                  　図１－２Ｄ．ＥＢＯＸ－０１９Ｂ外形・寸法図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 正面側

　　　　　　　　　　　　　 PC104 ボード／ダブルサイズ
                                                                       
       

　　　　　　　　　　　　     
      180                                                           　（上面図）
                           

                       BIF-812APC104

                                                                     背面側
                                      
                                     260
 　　　　　                                                            
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （背面図）

                                       
      100             対 PCI               Power       AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ     ← 正面は
　　　　　　          ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽｺﾈｸﾀ    LED  ON/OFF　   入力 Jack　　　   ブランク
　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                       

　     ＢＯＸ内部

　　　　　   （ＡＤボードを装着、手前のオプションＢＮＣパネルに接続）
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１-２. 構成品、およびボード上の設定                                                《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》

          図１－２Ｅ．アナログ入力ＢＮＣパネルＰＮＬ－１４１ＢＮＣＰＮＬ－１４１ＢＮＣＰＮＬ－１４１ＢＮＣＰＮＬ－１４１ＢＮＣ（オプション）

　　　　　　　　  LED　　　　　　　　　　　　TRG         CLK
　　　　　　　　　　　　　７ピン端子台

　　　　　　　 寸法：２６０×１００ｍｍ、裏基板付、端子台はデジタル入出力用、
             　対 ADM-61xシリーズ接続ケーブル付、パネル面シルク印刷なし。

          図１－２Ｆ．アナログ入力端子台パネルＰＮＬ－１４２ＳＴＬＰＮＬ－１４２ＳＴＬＰＮＬ－１４２ＳＴＬＰＮＬ－１４２ＳＴＬ（オプション）

　　　　　　　　　　 １１ピン端子台　  　　　　デジタル入出力用

　　　　　　　　　　　 ８ピン端子台          ８ピン端子台
              LED
　　　　　　　　　　　 ８ピン端子台          ８ピン端子台   　　

　　　　　　　 寸法：２６０×１００ｍｍ、裏基板付、
             　対 ADM-61xシリーズ接続ケーブル付、パネル面シルク印刷なし。

         図１－２Ｇ．デジタル入出力端子台パネルＰＮＬ－１４３ＳＴＬＰＮＬ－１４３ＳＴＬＰＮＬ－１４３ＳＴＬＰＮＬ－１４３ＳＴＬ（オプション）

　　　　　　　　　　　 １１ピン端子台　　 　　　 ８ピン端子台

　　　　　　　　　　　 ８ピン端子台              ８ピン端子台
              LED
　　　　　　　　　　　 ８ピン端子台              ８ピン端子台   　

　　　　　　　 寸法：２６０×１００ｍｍ、裏基板付、パネル面シルク印刷なし、
             　対 DIO-214/215/216/217PC104用・接続ケーブル付。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》                                            　                  １-３. 電源について

１１１１----３３３３. . . . 電源について電源について電源について電源について

     　パソコン側に装着する対ＰＣＩインターフェースＢＩＦ-８１２ＰＣＩは５ｖ／０.５Ａを
　　 消費しますが、これはパソコン側ＰＣＩスロットから供給されます。

　(1)  ＰＣ１０４バス側のインターフェースＢＩＦ-８１２ａＰＣ１０４は５ｖ／０.６Ａを消費し
　　 ますが、こちらの方はさらに接続・使用するＰＣ１０４ボードの消費する分も含めて供給す
　　 る必要があります。

　　　■箱入りのＥＸＢ－８１２ＡＫには５ｖ／２ＡのＡＣアダプタが標準添付されています。
　　　■（両端ボード＋ケーブル）のＢＩＦ－８１２ＡＫにはオプションです。

                                　　　　図１－３Ａ． ５ｖ／２Ａ電源の接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＣＮ１
　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　ＢＩＦ－８１２ａＰＣ１０４ボード
　　　　　　　　ＡＣアダプタ
　　　　（型式）ＶＳＭ－５２０ＳＷ

　　　　　ＡＣ
　　　　　１００ｖ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＬＥＤ　　　　　　　　　　　　　　　    ＣＮ２
                                              　電源
                                            　　　ＳＷ                 ５１ｍｍ
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　  　ＤＣ５ｖ・２Ａ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　３３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

   (2)  ＢＩＦ-８１２ａＰＣ１０４の突出部（ＡＣアダプタ入力・電源ＳＷ・ＬＥＤ実装部）を
　　　図１－３Ａの点線から切り落して、コネクタＣＮ２からＤＣ電源を供給することもでき
　　　ます。／図１－２Ｃ参照／

　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　  　図１－３Ｂ． 電源の接続（２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＩＦ－８１２ａＰＣ１０４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                  
                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＣＮ２
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１-４. 接続ケーブル両端コネクタ・ピン接続                                         《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》

１１１１----４４４４.... 接続ケーブル両端コネクタ接続ケーブル両端コネクタ接続ケーブル両端コネクタ接続ケーブル両端コネクタ・ピン接続・ピン接続・ピン接続・ピン接続

　               　　　　　　　 ◆ボード上コネクタ：ＤＸ１０Ａ－１００Ｓ
　　　　　　　　　　　　　　　　◆適合プラグ：ＤＸ４０－１００Ｐ－（０３）、◆シェル：ＤＸ－１００－ＣＶ１

　　　　　図１－４．ＰＣＩ／ＰＣ１０４インターフェースボード接続コネクタＣＮ１

　  入出力          　  機能・信号名　 　      　    ピン番号　　　　　　 ピン番号　　      信号名・機能

　  入出力  　　データバス   　　　　Ｄ０　　　      　  １　   □　□ 　 　５１　      ＧＮＤ    　グランド
　    〃　　  　 〃   〃           　Ｄ１　　　    　    ２ 　  □　□　  　５２　      ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ２　 　　   　    ３　 　□　□　  　５３　      ＧＮＤ         〃
　　　〃    　　 〃   〃     　　　　Ｄ３　　　          ４　 　□　□　  　５４　      ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ４  　　   　　　 ５　 　□　□　  　５５　      ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ５　      　　　　６　 　□　□　  　５６　      ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ６　      　　　  ７　 　□　□　  　５７　      ＧＮＤ         〃
　　　〃    　　 〃   〃     　　　　Ｄ７   　     　    ８　 　□　□　  　５８　      ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ８　　   　　　　 ９　 　□　□　  　５９        ＧＮＤ         〃
　　　〃    　　 〃   〃     　　　　Ｄ９　　　        １０　 　□　□　  　６０　      ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ１０　　   　　 １１　 　□　□　  　６１        ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ１１　　    　　１２　   □　□ 　 　６２　      ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ１２　　   　　 １３　 　□　□　  　６３　      ＧＮＤ         〃
　    〃     　  〃   〃     　　　　Ｄ１３　　   　   １４　 　□　□　  　６４　      ＧＮＤ         〃
　　　〃    　　 〃   〃     　　　　Ｄ１４　　        １５　 　□　□　  　６５　      ＧＮＤ         〃
　    〃    　   〃   〃           　Ｄ１５ 　   　　  １６　 　□　□　  　６６　      ＧＮＤ         〃
　   出力　　  アドレスバス　　　　　Ａ０　            １７　 　□　□　  　６７　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　 　  〃   〃     　　　　Ａ１              １８　 　□　□　  　６８　      ＧＮＤ         〃
　　　〃　　　 　〃   〃     　　　　Ａ２              １９　 　□　□　  　６９　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　 　  〃   〃     　　　　Ａ３　　          ２０　 　□　□　  　７０        ＧＮＤ         〃
　　　〃　　　 　〃   〃           　Ａ４              ２１　 　□　□　  　７１　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　   　〃   〃           　Ａ５　　      　  ２２　 　□　□　  　７２        ＧＮＤ         〃
　    〃　　   　〃   〃           　Ａ６　　　      　２３　   □　□ 　 　７３　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　   　〃   〃     　　　　Ａ７　　　     　 ２４　 　□　□　  　７４　      ＧＮＤ         〃
      〃　　   　〃   〃           　Ａ８              ２５　 　□　□　  　７５        ＧＮＤ         〃
　    〃　　　 　〃   〃　　       　Ａ９　　　   　   ２６　 　□　□　  　７６　      ＧＮＤ         〃
　　　〃　　　 　〃   〃           　Ａ１０            ２７　 　□　□　  　７７　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　   　〃   〃           　Ａ１１      　    ２８　 　□　□　  　７８　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　   　〃   〃           　Ａ１２　 　       ２９　 　□　□　  　７９　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　   　〃   〃           　Ａ１３　 　       ３０　 　□　□　  　８０　      ＧＮＤ         〃
　　　〃　　　 　〃   〃     　　　　Ａ１４　          ３１　 　□　□　  　８１　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　   　〃   〃     　　　　Ａ１５　 　    　 ３２　 　□　□　  　８２        ＧＮＤ         〃
　　　〃　　 　入出力方向          　ＤＩＲ　　        ３３　 　□　□　  　８３　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　　 バスクロック　　　　　ＢＣＬＫ　     　 ３４　 　□　□　  　８４        ＧＮＤ         〃
　    〃　 　（内部接続あり）　　　　　　　　　  　    ３５　   □　□ 　 　８５　      ＧＮＤ         〃
　  　〃　　 （内部接続あり）          　       　     ３６　 　□　□　  　８６　      ＧＮＤ         〃
　   入力　　　バスサイクル延長　 　 ＣＨＲＤＹ　      ３７　 　□　□　  　８７　      ＧＮＤ         〃
　　　〃　　 （内部接続あり）　　　　　　　　　        ３８　 　□　□　  　８８　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　 　割り込み　　　　　　　ＩＮＴ　　     　 ３９　 　□　□　  　８９　      ＧＮＤ         〃
　　  〃　　 （内部接続あり）　　　　　　　　　　      ４０　 　□　□　  　９０　      ＧＮＤ         〃
　   出力      リセット　　　　　　　ＲＳＴ　　        ４１　 　□　□　  　９１　      ＧＮＤ         〃
　　  〃　　 （内部接続あり）        　                ４２　 　□　□　  　９２　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　 　上位バイト許可　　　　ＢＨＥ　　　　    ４３　 　□　□　  　９３        ＧＮＤ         〃
　　　〃　　 　アドレスラッチ　　　　ＡＬＥ　　        ４４　 　□　□　  　９４　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　 　Ｉ／Ｏ Ｒｅａｄ　　　 ＩＯＲ　　 　   　４５　 　□　□　  　９５        ＧＮＤ         〃
　　　〃　　 　Ｉ／Ｏ Ｗｒｉｔｅ　　 ＩＯＷ            ４６　 　□　□　  　９６　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　 　メモリ Ｒｅａｄ　　 　ＭＥＭＲ 　       ４７　 　□　□　  　９７        ＧＮＤ         〃
　　  〃　　 　メモリ Ｗｒｉｔｅ　 　ＭＥＭＷ          ４８　 　□　□　  　９８　      ＧＮＤ         〃
　    〃　　　（未使用）              　               ４９　 　□　□　  　９９        ＧＮＤ         〃
      〃　　 　ＰＣＩ電源投入確認　　ＰＣＩＰＷ        ５０　 　□　□　  １００        ＧＮＤ         〃

   【注】入出力はＰＣＩボード側（パソコン側）から見た方向。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》                                               　１-５. ＰＣＩボードのインストール

１１１１----５５５５. . . . ＰＣＩボードのインストールＰＣＩボードのインストールＰＣＩボードのインストールＰＣＩボードのインストール

　 ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩはプラグアンドプレイに対応したＰＣＩボードです。
 御使用に先立ち、組み込むパソコンシステムにインストール（認識・リソース割り当て）される
 必要があります。  この作業はシス テムを立上げたとき（電源投入直後）に自動実行されます。

 準備

①本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項）とします。

　②パソコン本体またはＰＣＩ拡張ボックスの電源を切った状態でカバーを外し、任意の拡張
    スロットにＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボードを無理なく押し入れ装着します。注意することは、

　　  ◆　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を必ず切っておく。　電源を入れた
　　　  ままで本ボードを抜き差しすることは双方の故障原因となります。

　　  ◆　本ボードのカードエッジ（金メッキ端子）に手を触れないこと。
　　　  もし触れてしまった場合はアルコール等で拭き清めてください。

  本ボード上ＲＯＭ内のコンフィギュレーション情報

    ◆VendorＩＤ          ： １３ＦＤＨ（インタフェース素子の製造者ＩＤ）【注１】

    ◆DeviceＩＤ          ： ０３０１Ｈ（ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード自体のＩＤ）【注１】

    ◆Subsystem VendorＩＤ： １３ＦＤＨ（ボード製造者＝マイクロサイエンス社のＩＤ）

    ◆SubsystemＩＤ       ： ０３０１Ｈ（ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード自体のＩＤ）

    ◆Class Code          ： ０６８０Ｈ（本ボードの適合する分類コード）／＝ブリッジ／

    ◆リソース要求： Ｉ／Ｏ、およびメモリアドレス：連続した複数アドレス。
                     割り込み：デフォルトでは不要求【注２】、バスマスタ：機能なし。

【注１】  VendorＩＤ／ DeviceＩＤは本来、インタフェース素子メーカ／素子自体を特定する
       ＩＤですが、本ボードで使用している素子は汎用品として多数の他社製品にも使用されて
       おり、（99/04/01）現在パソコンのプラグアンドプレイでは VendorＩＤと DeviceＩＤだ
       けでボードを認識する機種があるので（混乱を避けるために）当社ＩＤを記してあります。

【注２】 割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合：本ボード上のＲＯＭに書き込まれているデフォルト（初期）の
       コンフィギュレーション情報では割り込みリソースを要求しません。  もし要求したときに
       空きが無く拒否されるとＩ／Ｏ、およびメモリアドレスの割り当ても受けられず、認識不能
       状態になる恐れがあるからです。
         割り込みを利用したいときは以下の手順を踏んでください。

        ①  本ボードを最初はデフォルト（初期）設定のままインストールし、システムから認識
          できる状態にしてください。

        ②  現在のシステムが使用しているリソース情報を調査してください。  割り込みに空が
          ある場合は（当社提供のユーティリティ：ｃｆ９０５０で）本ボード上のコンフィギュ
          レーション情報（ＲＯＭ）を割り込みリソースを要求するように修正して、一旦終了・
          電源を切ります。  （パソコン電源部保護のため１分以上の後）、再度電源投入すると
          プラグアンドプレイで割り込みリソースが割り当てられます。
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１-５. ＰＣＩボードのインストール                                               　 《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》

   インストール（１）  ： ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合。

      ＷＩＮＤＯＷＳ2000 はＮＴ4.0 の上位バージョンですが、プラグアンドプレイ機能を持つ
    ため、本ボード装着直後のインストール作業にＷＩＮＤＯＷＳ２０００対応のインストール
    ディスクが必要です。
                           　各作業は必要により AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行ってください。

   《ボードのインストール》

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳが立上り、このとき新ハードウエア
     （ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩ）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

       新しいハードウエアの検出ウィザードが立上り、
     ［新しいハードウエアが検出されました。／必要なソフトウエアを探しています］に続いて
     ドライバの検出過程ダイアログが現れますから、添付の［ボードインストール・ディスク］
     を挿入し、ウィザードに従って読み込ませてください。
       （ＣＤＲＯＭ<2002-05 版以降>の場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win2K:¥win2K:¥win2K:¥win2K］］］］から）

       ファイルのコピーで“dms_pci.sys”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳ20000 のレジストリに登録されました。

  (1)  インストールされたドライバ“ＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳ”は、
       当社製各ＰＣＩボード（複数可能）に共通使用できるＷＩＮＤＯＷＳ２０００用のＷＤＭ
     ドライバです。

       ◆インストール元： ボードインストールディスク。
       ◆インストール先： ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ３２￥ＤＲＩＶＥＲＳ

  (2)  御利用に先立ち、３－１項に従い各種ソフトウエアのインストール作業を行って下さい。
                                                   （専用インストーラによる解凍・展開）
       ◆インストール元： 添付のＣＤＲＯＭ。
       ◆インストール先： ￥ＭＳＣＩＥＮＣＥ 以下。

(3)  その後、利用する関数ＤＬＬを手作業で所定のフォルダにコピーする必要があります。
      本ボード専用のハンドラ関数ＤＬＬ（推奨）から使用する場合は４－２項を、また当社製
    全ＰＣＩボード（複数可）共通に利用できる汎用単純入出力関数ＤＬＬから利用する場合は
    ３－２項を御覧ください。

       ◆コピー元： ￥ＭＳＣＩＥＮＣＥ以下。
       ◆コピー先： ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ３２

       以後、アプリケーションからの利用が可能になります。

《割り当てリソースの調査》

     ＷＩＮＤＯＷＳ2000の【スタート】メニューから→【設定】→【コントロールパネル】→
   【システム】→【ハードウエア】→【デバイスマネージャ】→【ＭＳＣＩＥＮＣＥ】→
   【ボード名：ＢＩＦ－８１２ＰＣＩ】→【プロパティ】→【リソース】で調べます。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ－８１２ＡＫ》                                                　１-５. ＰＣＩボードのインストール

   インストール（２）  ： ＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥの場合。

      作業は前記ＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合と同様です。
　　　インストール用のファイル格納フォルダ指定のとき、ＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥであるにも
　　かかわらずＷＩＮＤＯＷＳ２０００用の［□［□［□［□:¥win2K:¥win2K:¥win2K:¥win2K］］］］フォルダを指定します。　これにより
　　ＷＤＭドライバがインストールされて、同ドライバに対応した本機専用のハンドラ関数ライブ
　　ラリが使用可能になります。

   インストール（３）  ： ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ    ＸＰＸＰＸＰＸＰの場合。

      ＷＩＮＤＯＷＳ２０００用のＷＤＭドライバが正常に動作します。
　　　前ページ記載のインストール（１）ＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合と同様にしてください。

 その他

　　　ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ    ＮＴＮＴＮＴＮＴは正式サポート対象外ですが、汎用のＳＹＳドライバ＆ライブラリは
　　用意されています。　ボードのインストール、ソフトウエアのインストール（３-１項）の後、
　　ｍｓｃｉｅｎｃｅ￥ｗｉｎｎｔ￥ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅを実行すると得られます。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                                                              　　   ２-１. 使用手順

第２章．制御・操作

２２２２----１１１１. . . . 使用手順使用手順使用手順使用手順

（１）パソコン、または拡張ボックスのＰＣＩスロットにＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボードを装着、
　　　インストール作業を実行する。（１－４項）

（２）ＷＩＮＤＯＷＳのデバイスマネージャで割り当てられたＩ／Ｏアドレスを知る。
　　　なお添付のＷＤＭドライバ＆本システム専用ハンドラ関数ライブラリを使用するときは、
　　　ハンドラ自体が自動認識するので必要ない。

　　両側とも電源ＯＦＦの状態で、

（３）電源付ＥＢＯＸ－０１９Ｂ（ＥＸＢ－８１２ＡＫ）（ＥＸＢ－８１２ＡＫ）（ＥＸＢ－８１２ＡＫ）（ＥＸＢ－８１２ＡＫ）を利用する場合は、
　　　同筐体内の所定位置（図１－２Ｄ）にＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ボードをネジ止め装着、
　　　する。

（４）　任意のアプリケーションＰＣ１０４ボードをＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ボード上部に
　　　添付の１５.２４ｍｍスペーサを使用して装着する。 ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏアドレス
　　　ＨＥＸ上位２桁（＝ｘｘ）を同ボード上のスイッチＳＷ１、ＳＷ２で任意に設定する。
　　　　アプリケーションＰＣ１０４ボードのＩ／Ｏアドレスはｘｘ１０Ｈ～ｘｘＦＦＨの範囲
　　　とし、複数ボードを使用のときは互いに重複しない範囲に各ボード上のスイッチ等で設定
　　　しておく。（ｘｘ：図２－２参照／出荷時＝０１）
　　　　割り込み利用も同様。

（５）添付のコネクタを使用して、ＢＩＦ－８１２ＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＰＣ１０４ボードに５ｖ電源ラインを接続
　　　する。

（６）ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボードとＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ボードを添付のケーブル
　　　ＤＸ１００Ｄ－１００ＤＸ１００Ｄ－１００ＤＸ１００Ｄ－１００ＤＸ１００Ｄ－１００で接続する。

　　　以上で準備完了。
　　　電源投入は周辺機器（本拡張システム）を先に、電源遮断はパソコン側が先です。
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２-２. Ｉ／Ｏアドレス・マップ                                   　　　　　　     　《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

２２２２----２２２２.... Ｉ／ＯアドレスＩ／ＯアドレスＩ／ＯアドレスＩ／Ｏアドレス・マップ・マップ・マップ・マップ

　　表２－２にパソコン側インターフェースＢＩＦＢＩＦＢＩＦＢＩＦ----８１２ＡＰＣＩ８１２ＡＰＣＩ８１２ＡＰＣＩ８１２ＡＰＣＩボード上のＩ／Ｏアドレスを
記します。　表中の【BASE】はＷＩＮＤＯＷＳのプラグアンドプレイで自動設定されるＩ／Ｏ
ベースアドレス値です。

　　本機添付の専用ハンドラ関数ライブラリを使用するときは【BASE】の値を自動認識するので、
アプリケーションソフトではハンドラ関数にＰＣ１０４バス上のＩ／ＯアドレスのＨＥＸ下位
２桁値（００Ｈ～ＦＦＨ）を渡せばＩ／Ｏ命令を実行することができます。
　なお【BASE】＋００Ｈ～【BASE】＋０ＦＨは当システム制御用に予約されています。

　　　　　　　　　　　　　　　表２－２．Ｉ／Ｏアドレス・マップ

 Ｉ／Ｏアドレス IN／OUT 　　　　　　　　　　　　機能

IN【BASE】＋ＦＦＨ
　　　　　  ～
          １０Ｈ 　　OUT

 ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏアドレスｘｘ１０Ｈ～ｘｘＦＦＨに
 対応。

IN  ボード・リセット＆ＩＤ取得【BASE】＋  ＥＨ
　　OUT  予約。
IN  ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード番号（ボード上のスイッチ設定）【BASE】＋  ＣＨ
    OUT  予約。

IN  予約。【BASE】＋　ＡＨ
　　　　　  ～
          　８Ｈ     OUT  予約。

IN  ＰＣ１０４側からの割り込み受信制御マスクデータ（読み返し）【BASE】＋  ６Ｈ
　　OUT  ＰＣ１０４側からの割り込み受信制御マスクデータ
IN  ステータス取得（ＰＣ１０４側からの割り込み要求フラグ）【BASE】＋  ４Ｈ
　　OUT  ＰＣ１０４側からの割り込み要求フラグ・クリア
IN  ＰＣＩバス上への割り込み発信信号モニタ【BASE】＋  ２Ｈ
　　OUT  ＰＣＩバス上への割り込み発信制御
IN  予約。【BASE】＋  ０Ｈ
　　OUT  予約。

  ◇【読み（ＩＮ）／書き（ＯＵＴ）】はＣＰＵ側から見た方向。
  ◇【BASE】＋１０Ｈ未満のポート（BIF-812APCI 内の制御用ポート）は偶数アドレス１ワード。
　　 ＰＣ１０４バス上のポートはバイト、ワード、いずれでもアクセスできます。

　★　プラグアンドプレイで（ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩに）割り付けられたＩ／Ｏアドレス下位
　　８ビット（Ａ７～Ａ０）はそのままバッファされ、ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４ボード上の
　　スイッチＳＷ１，ＳＷ２で設定された上位８ビット（Ａ１５～Ａ８）値と共にＰＣ１０４
　　バス上に出力されます。　ＳＷ１，ＳＷ２の出荷時設定はＨＥＸ値で【０，１】ですから、
　　このとき、ＰＣ１０４バス上では０１００Ｈ～０１ＦＦＨがアクセス可能な状態です。

　　　　　　　　　　　　　図２－２．ＰＣＩバス～ＰＣ１０４バスのＩ／Ｏアドレス対応

　　 　BIF-812APCI 上                　Ａ１５～８　　　　　　　　　Ａ７～０
　（プラグアンドプレイ）

　　 BIF-812APC104 上　　　　　　  ＳＷ１　　   ＳＷ２                     バッファ

　　　ＰＣ１０４バス　　　　　 Ａ１５～１２   Ａ１１～８　　　　　 Ａ７～０
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                                             　　  　    ２-３. ボード制御部リセット

２２２２----３．ボードリセット、ＩＤ取得、ボード番号取得３．ボードリセット、ＩＤ取得、ボード番号取得３．ボードリセット、ＩＤ取得、ボード番号取得３．ボードリセット、ＩＤ取得、ボード番号取得

    　 ｒｓｔ＝ｉｎｐｗ（BASE＋0xＥ）；/* ボードリセット＆ＩＤ取得操作 */

   　本ボード全体の制御部をリセットします。  当操作で読み込んだデータ（ｒｓｔ＝３１）は
 　ボードＩＤですが、ＰＣＩバス上で認識に使用されるデバイスＩＤとは無関係です。

　　 ◆ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード上の各制御レジスタを初期化する。
     ◆ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード・ステータスを初期化する。

                        　表２－３Ａ．【BASE＋ＥＨ】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                       　各ビットの機能・意味
Ｂ15
　～
Ｂ８

　　　　　　　　　　　　　　　未使用

Ｂ７
　～
Ｂ０

        　　　ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩのボードＩＤ（＝１ＦＨ）

    　    ｂｒｄ＝ｉｎｐｗ（BASE＋0xC）；/* ボード番号取得操作 */

   　 ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード上のＤＩＰスイッチで設定されるボード番号を取得します。
 　　 同一パソコン内で複数のＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボードを使用するときに特定するための
　　有効な手段です。　なお添付のハンドラ関数ライブラリではＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボード
　　１枚のみに対応しており、出荷時設定【０】で使用する条件になっています。

                        表２－３Ｂ．【BASE＋ＣＨ】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                       　各ビットの機能・意味
Ｂ15
Ｂ14
Ｂ13
Ｂ12

　　　　　　　　　　　　　　　未使用

Ｂ11
Ｂ10
Ｂ９
Ｂ８

  　　ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩのＤＩＰスイッチで設定されたボード番号

Ｂ７
　～
Ｂ０

　　　　　　　　　　　　　　　未使用
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２-４．割り込み制御　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

 ２２２２----４４４４.... 割り込み制御割り込み制御割り込み制御割り込み制御

   割り込み対応はＰＣ１０４バス側がエッジ制御、ＰＣＩ側がレベル制御なので、利用するには
 工夫が必要です。　本システムではＰＣ１０４バス側からの割り込み要求信号の受信自体にマス
 クをかけ、許可された割り込み信号の有効エッジ（立上り）でセットされる各レベルのＯＲを
 ＰＣＩバス上への割り込み信号として発信制御します。／図１－３Ｃ参照。／

 （１）ＰＣ１０４バス側からの割り込み要求受信制御

　　 ｏｕｔｐｗ（BASE＋0x6，MSK）；/* ＰＣ１０４側からの割り込み受信マスクデータ */
　　 MSK＝ｉｎｐｗ（BASE＋0x6）　；/* 同上、読み返し */

   ＰＣ１０４ボードからの割り込み要求信号（パルスエッジ）を受信するか否かの制御マスクを
 かけます。　ＰＣ１０４ボード上の割り込みレベル全てが受信可能です。
 　ここで許可されたレベルの割り込み要求を受信すると次２－５項に記すステータスデータ中の
 対応ビットがセットされ、添付の専用ハンドラ関数ライブラリ中の専用スレッドで監視している
 場合はメッセージが発信されます。　このメッセージがアプリケーションに到達する遅れ時間は
 数１０ｍｓ～数１００ｍｓを要しますので、用途により利用・適用の可否を判断してください。

 　またＰＣＩ側の割り込みが設定・許可されている場合は、ここで許可したＰＣ１０４側の割り
 込みがＯＲでＰＣＩバス上にレベル割り込みを発信します。
　（添付の専用ハンドラ関数ライブラリ＆ＷＤＭドライバではサポートされていません。）

                       表２－４Ａ．【BASE＋６Ｈ】入出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ       各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ15 ＩＲＱ１５    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ14 ＩＲＱ１４    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ13 　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ12 ＩＲＱ１２    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ11 ＩＲＱ１１    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ10 ＩＲＱ１０    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ９ ＩＲＱ９    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ８ 　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ７ ＩＲＱ７    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ６ ＩＲＱ６    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ５ ＩＲＱ５    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ４ ＩＲＱ４    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ３ ＩＲＱ３    受信許可    受信禁止   ０
Ｂ２ 　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ１ 　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ０ 　　　　　　　　　　（常に０） ０
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　 ２-４．割り込み制御

 （２）ＰＣＩバス上への割り込み発信制御

         ｏｕｔｐｗ（BASE＋0x２，IRQ）； /* ＰＣＩバス上の割り込み制御 */

    前記の【BASE＋６Ｈ】出力ポートで許可したＰＣ１０４バス側からの割り込み要求エッジで
　セットされる各レベルのＯＲをＰＣＩバス上への割り込み信号として出力するか否かを制御し
ます。　当ポートの制御は通常、デバイスドライバが行います。

　（添付の専用ハンドラ関数ライブラリ＆ＷＤＭドライバではサポートされていません。）

                 　　表２－４Ｂ．【BASE＋２Ｈ】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　各ビットの機能・意味   ＝１のとき   ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ15
　～
Ｂ１

未使用
０
～
０

Ｂ０ ＰＣＩバス上への割り込み信号出力制御 　　 許可  禁止（クリア） 　０

 ■ 割り込み信号モニタ

　    ｉｎｔｓ＝ｉｎｐｗ（BASE＋0x2） ；　/*　割り込み信号出力ステータス */

　　　本ボードからパソコン本体内割り込みコントローラ、すなわちにＰＣＩバス上に発信する
　　割り込み要求信号出力はクリア操作まで割り込み要求状態を保持する“レベル動作”です。
　　　割り込みの共有化に対応するときなどはデバイスドライバが本ステータスを参照、適切な
　　処理を行うような使い方があります。

　　　　　　　　  　表２－４Ｃ．【BASE＋２H】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ       各ビットの機能・意味   ＝１のとき   ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ15
～
Ｂ１

未使用 　　　　　常に（＝０）
０
～
０

Ｂ０ ＰＣＩバス上の割り込み信号ステータス   アクティブ  非アクティブ   ０

　ＰＣＩバス上の割り込みを使用するときは

　　ＰＣＩバス側インターフェースＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボードがＷＩＮＤＯＷＳに割り込み
　リソースを要求する設定が必要です。　方法は１－２項を御覧ください。
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２-５．割り込み要求ステータス取得　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　　　　   　《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

２２２２----５５５５. . . . 割り込み要求ステータス取得、クリア割り込み要求ステータス取得、クリア割り込み要求ステータス取得、クリア割り込み要求ステータス取得、クリア

      　ｓｔｓ＝ｉｎｐｗ（BASE＋0x４）； /* 割り込み要求ステータス取得 */

　　 前２－４項で受信を許可したＰＣ１０４ボードからの割り込み要求信号を受信すると該当
   ビットがセットされるので、これをポーリングでモニタするようなときに使用します。

                       表２－５Ａ．【BASE＋４Ｈ】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ       各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ15 ＩＲＱ１５割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ14 ＩＲＱ１４割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ13 　　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ12 ＩＲＱ１２割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ11 ＩＲＱ１１割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ10 ＩＲＱ１０割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ９ ＩＲＱ９　割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ８ 　　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ７ ＩＲＱ７　割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ６ ＩＲＱ６　割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ５ ＩＲＱ５　割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ４ ＩＲＱ４　割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ３ ＩＲＱ３　割り込み要求 　　 発生 　　 未発生   ０
Ｂ２ 　　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ１ 　　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ０ 　　　　　　　　　　　（常に０） ０

      　ｏｕｔｐｗ（BASE＋0x４，CLR）； /* 割り込みステータス・クリア */

                       表２－５Ｂ．【BASE＋４Ｈ】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ       各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ15 ＩＲＱ１５割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ14 ＩＲＱ１４割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ13 　　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ12 ＩＲＱ１２割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ11 ＩＲＱ１１割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ10 ＩＲＱ１０割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ９ ＩＲＱ９　割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ８ 　　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ７ ＩＲＱ７　割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ６ ＩＲＱ６　割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ５ ＩＲＱ５　割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ４ ＩＲＱ４　割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ３ ＩＲＱ３　割り込み要求クリア 　　 する      しない   ０
Ｂ２ 　　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ１ 　　　　　　　　　　　（常に０）   ０
Ｂ０ 　　　　　　　　　　　（常に０） ０
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                                              　  ３-１. ソフトウエアのインストール

第３章．ソフトウエア

３３３３----１１１１.（ソフトウエアの）インストールインストールインストールインストール

 　製品添付のソフトウエアは３.５インチ（１.４４ＭＢ）フロッピーまたはＣＤに圧縮された形で
 格納されており、同メディア内のインストーラ“ＩＮＳＴＡＬＬ．ＥＸＥ”の実行により展開され
 ます。　なお内容については充実・改良の目的で後日、追加・変更も有り得ます。　重要な変更に
 ついては同メディア内のドキュメントファイルに記すこととします。

　操作手順／ＦＤＤの場合　　        ◆インストール元：Ａドライブ、
　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）
　        （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　　              の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】
　　　　　　　　　　　              C:¥＞A：INSTALL□A：□C：【ENTER】

　操作手順／ＣＤＲＯＭの場合　　　　◆インストール元：Ｄドライブ（ＣＤＲＯＭ）
　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）
　　　　　 （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　               の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥：【ENTER】
　　　　　　　　　　　              C:¥＞CD□D:￥INSTALL￥PCI￥BIF￥BIF812【ENTER】
                                    C:¥＞D:INSTALL□D: □C:【ENTER】

　　　　　　　　　　各プログラムグループ（Ｃ，ＢＡＳＩＣ等）ごとにインストール実行
                  の有無を問うてきますから、【Ｙ】＝ｙｅｓ，【Ｎ】＝ｎｏ，で答える
                  だけで作業が進みます。

　　　　　　《注》　ＭＳ－ＤＯＳの環境変数“ＣＯＭＳＰＥＣ”が設定されていないか、
                  または正常に設定されていないと本インストール・プログラムの作業が
                  途中で停止してしまいます。　実行前に確認、または設定しておいてく
                  ださい。

　　　　　　　　 ＝ 設定例 ＝　ＣＯＭＭＡＮＤ．ＣＯＭがＣドライブの￥にある場合、

　　　　　　　　               ＞SET□COMSPEC＝C：￥COMMAND.COM【ENTER】

　　　　 ★ 全ファイルをインストールした後のディレクトリ構造は図３－１のようになります。
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３-１. ソフトウエアのインストール                                                   《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

　　 図３－１．インストール後のディレクトリ　　  　★　本図は原形です。　充実・改良の目的で後日、追加・変更も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　有り得ます。

　　　　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　★　凡例　　　□： サンプルプログラム番号等（１～）
　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　Ｔ－Ｃ： ＴＵＲＢＯ－Ｃ
　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　Ｂ－Ｃ： ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ
    ＭＳＣＩＥＮＣＥ
          ｜
          ｜
          ｜―― ＵＴＩＬＩＴＹ ―― ＷＩＮ９５ ―― ＣＦ９０５０ＤＰ．ＣＯＭ：コンフィギュレーション（９５用）
          ｜   （本ボードの設定）｜
          ｜                     ｜－ＷＩＮＮＴ ―― ＣＦ９０５０ＮＴ．ＥＸＥ：コンフィギュレーション（ＮＴ用）
          ｜                                     ｜－ＣＦ９０５０ＮＴ．ｓｙｓ：上記ＮＴ用デバイスドライバ
          ｜                                     ｜－ＲＥＧＳＴＤＲＶ．ＥＸＥ：デバイスドライバ登録・削除用
          ｜
　　　　　 |
　　　　　 |－－ＳＭＰ８１２Ｃ－－－－－ＭＩＣＲＯＳＦＴ．Ｈ： ＭＳ－Ｃ用ヘッダファイル
　　　　　 |　（ＤＯＳサンプル）　｜－－ＢＯＲＬＡＮＤ．Ｈ  ： ＴＵＲＢＯ－Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ用ヘッダファイル
　　　　　 |　　　　　　　　　　　｜－－ＩＮＴ８１２．Ｃ　　： ＰＣ１０４側の割り込み発生でデジタル入出力動作
　　　　　 |　　　　　　　　　　　｜－－ＧＰＰ８１２．Ｃ　　： 最も簡単なデジタル入出力動作
　　　　　 |
          ｜
          ｜―― ＧＬ＿ＤＯＳ ――― ＭＳＰＣＩＤ．Ｈ      ：（ＤＯＳ版）リソース取得ライブラリ・ヘッダ
          ｜                    ｜－ ＭＳＰＣＩＤＭ．ＬＩＢ：（ＭＳ－Ｃ用）ライブラリ／全モデル対応
          ｜                    ｜－ ＭＳＰＣＩＤＴ．ＬＩＢ：（Ｔ－Ｃ，Ｂ－Ｃ用）ライブラリ／全モデル対応
          ｜
          ｜
          ｜―― ＧＬ＿Ｗ３２ ――― ＭＳ＿ＰＣＩ．Ｈ     ：（Ｗｉｎ３２版）リソース取得ライブラリ・ヘッダ
          ｜                    ｜－ ＭＳ＿ＰＣＩ．ＤＬＬ ：  リソース取得ライブラリＤＬＬ
          ｜                    ｜                          （Ｗｉｎ９５・９８・ＮＴ兼用、要デバイスドライバ）
          ｜                    ｜－ ＭＳ＿ＰＣＩ．ＬＩＢ ：  ＤＬＬインポートライブラリ
          ｜                    ｜－ ＭＳ＿ＰＣＩ．ＢＡＳ ：（ＶＢ／３２ｂｉｔ版用）ＤＬＬ関数定義モジュール
          ｜
          ｜
          ｜―― Ｈｎｄ＿２Ｋ ―― ＢＩＦ８１２ ―― 専用ドライバ／関数ＤＬＬ／サンプルソース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＷＩＮＤＯＷＳ ２０００／ＸＰ／９８／ＭＥ用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★通常はこれを使用します。（４-２項参照）

  　【注】  ボード依存性のない汎用のＷＩＮＤＯＷＳ版Ｉ／Ｏ実行ＤＬＬ／デバイスドライバは
          当作業ではインストールされません。  ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用はＷｉｎ９ｘフォ
          ルダにありますので各ファイルを適合フォルダにコピーする必要があります。
            ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ用はＷｉｎＮＴフォルダ中にあり、同フォルダ中の専用インス
          トーラで導入してください。 また、ＷＩＮＤＯＷＳ２０００用ドライバ（ＷＤＭ）は
          ボード自体のインストール時に自動インストールされます。 使用法、サンプルなどは
          Ｗｉｎ２Ｋフォルダ内にあります。
            （追伸）ＣＤＲＯＭの場合、Ｗｉｎ９ｘ、ＷｉｎＮＴ、およびＷｉｎ２Ｋフォルダは
                    ＩＮＳＴＡＬＬフォルダ下のＤｒｉｖｅｒｓフォルダ下にあります。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                                               ３-２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて

３３３３----２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて

　 WINDOWS９ｘ／ＭＥ／ＮＴ／９ｘ／ＭＥ／ＮＴ／９ｘ／ＭＥ／ＮＴ／９ｘ／ＭＥ／ＮＴ／2000200020002000／ＸＰ／ＸＰ／ＸＰ／ＸＰ向に汎用Ｉ／Ｏ読み書き用ＤＬＬが添付されています。
   基本的には当ＤＬＬ（およびデバイスドライバ）を使用して本ボード上の各レジスタを読み書き
 することでプログラミングが可能です。  これらは御自身で（ボードにアクセスする部分の）ライ
 ブラリ等を製作する場合への便宜です。  添付の本ボード専用本ボード専用本ボード専用本ボード専用ＷＩＮＤＯＷＳドライバ／関数ライ
 ブラリ（第４章）を利用する場合は不要です。

              （WINDOWS NT･2000･XP の場合）　　 （WINDOWS95･98･ME の場合）

                    ユーザプログラム        　　 　　ユーザプログラム

                 割り込み   Ｉ／Ｏ                 割り込み  Ｉ／Ｏ
        （添付添付添付添付）   通知       実行                   通知       実行
                        （ＤＬＬ）                      （ＤＬＬ）

                         デバイス                    デバイス
        （添付添付添付添付）         ドライバ                   ドライバ

                        本ボード                         本ボード

    ＷＩＮＤＯＷＳ３ＷＩＮＤＯＷＳ３ＷＩＮＤＯＷＳ３ＷＩＮＤＯＷＳ３....１１１１：    Ｗｉｎ３１フォルダ以下に格納されており、 ＶＢ（2.0）で利用でき
                        ます。  Ｃ，Ｃ＋＋の場合は当ＤＬＬを使用せずともインラインアセン
                        ブラで直接Ｉ／Ｏ命令を記述できます。  割り込みを使用するときは、
                        ＤＯＳ同様に直接制御で対応できます。

 ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ    ９ｘ９ｘ９ｘ９ｘ：    Ｗｉｎ９ｘフォルダ以下に格納されており、 ＶＢ（4.0/5.0）で利用
            （orＭＥＭＥＭＥＭＥ） できます。  ブロックＩ／Ｏ命令もサポートされています。  Ｃ＋＋、
                        Ｃの場合は当ＤＬＬを使用せずともインラインアセンブラで直接Ｉ／Ｏ
                        を記述できます。  割り込みはＤＯＳ同様に直接制御、またはデバイス
                        ドライバ（Pta95_0.vxd）で対応します。

    ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ    ＮＴＮＴＮＴＮＴ：    ＷｉｎＮＴフォルダ以下に格納されており、ＶＢ（5.0）で利用でき
              （4.0）   ます。  ブロックＩ／Ｏ命令、割り込みもサポートされています。

                              ＮＴではＩ／Ｏ制御、割り込み、共に必ずデバイスドライバが
                            必要です。

                              本デバイスドライバは最大１６枚のボードを（各単独に）制御
                            することができます。／当社製品でなくても可能／

    ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ2000 2000 2000 2000 ：    Ｗｉｎ２Ｋフォルダ以下に格納されており、ＶＢ（6.0）で利用でき
           （orＸＰＸＰＸＰＸＰ）   ます。  なおドライバ（ＷＤＭ）は複数種類のボードで共用利用できる
                        もので、第６章で説明する本ボード専用ハンドラ関数ＤＬＬからも利用
                        します。（ボードインストール作業時にインストールされます。）
                            【注】ＷＤＭドライバの性格から割り込みは使用できません。
                                  詳細は¥MSCIENCE¥WIN2K¥DOC フォルダ内のテキスト参照。
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３-３. ボードアクセス関連ライブラリ                                                《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

３３３３----３３３３. . . . ボードアクセス関連ライブラリボードアクセス関連ライブラリボードアクセス関連ライブラリボードアクセス関連ライブラリ／本機専用ライブラリ（第４章）では不要／

  汎用リソース情報取得関数ＭＳ＿ＰＣＩ．ＤＬＬ ／WINDOWS95･98･ME･NT 用  について

    ユーザプログラムから本ＰＣＩボードにアクセス・制御するときはボードを検出し、リソース
情報（ベースアドレス値、割り込み番号等）を取得する必要があります。  第４章に記す本機の
専用ハンドラ（専用ドライバ＆関数ＤＬＬ）を使用する場合は内部で処理されているため、必要
ありませんが、ユーザプログラムから本ボードを直接制御するときは本ＤＬＬ＆ドライバが必要
になります。  使用手順は、

【1】ＰＣＩバス上のボードの検出

  Int GetPciDevice (WORD VendeID，WORD DeviceID，WORD nNum，WORD Flag，WORD *magic)

引数 VendeID ：ﾍﾞﾝﾀﾞ ID、  nNum：検出対象ボード（０～）／同ボード複数に対処・特定、
DeviceID：ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID、 Flag：０（固定）、  *magic：ﾏｼﾞｯｸ番号取得先ﾎﾟｲﾝﾀ

戻り値 0:成功、  -1：失敗

     ＰＣＩボードの特定はロケーションロケーションロケーションロケーション（バス・デバイス・ファンクション）で行います。
     本ボードのベンダＩＤ、デバイスＩＤ、検出対象ボード番号（１枚目＝０）を指定して実行
   すると同ボードのロケーションロケーションロケーションロケーションが magic に得られます。
     同一ボードを複数インストールしているときは続いて検出対象ボード番号＝１，２，として
   実行すれば各ボードごとのロケーションが得られます。

     ◆ベンダＩＤ＝１３ＦＤＨ（マイクロサイエンス社ＰＣＩボード共通）、
     ◆デバイスＩＤ＝０３０１Ｈ（BIF-812PCI）。

【2】指定ボード・指定レジスタのダブルワード読み込み（ベースアドレス値取得に使用できる。）

  Int ReadPciDword (WORD magic，WORD reg，DWORD *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

【3】指定ボード・指定レジスタのワード読み込み（通常は不使用。）

Int ReadPciWord (WORD magic，WORD reg，WORD *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

     ＰＣＩリソース情報の取得は【1】で検出したロケーション（magic）とレジスタ番号を指定
   して行います。  物理ベースアドレス値はダブルワードなので【2】の関数を使用します。
     各レジスタは本ボード上のＰＣＩインターフェース素子９０５２（ＰＬＸ社製）内にあり、
   次のように割り付けられています。

   ◆レジスタ番号１０Ｈ ：ＰＣＩインターフェース素子９０５２で使用。
                 １４Ｈ ：未使用
                 １８Ｈ ：メモリリソースのベースアドレス（不使用）。
                 １ＣＨ ：Ｉ／ＯリソースのベースアドレスＢＡＳＥＢＡＳＥＢＡＳＥＢＡＳＥ（２-２項）。
                 ２０Ｈ ：未使用
                 ２４Ｈ ：未使用
   なお、
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                                                 ３-３. ボードアクセス関連ライブラリ

  ◆Ｉ／Ｏマップでは得られた data の下位２bit をマスクした値がベースアドレス値です。

                   bit31                                                      bit２ １ ０

                                     物理ベースアドレス                             × １

【4】指定ボード・指定レジスタのバイト読み込み（割り込み番号値取得に使用できる。）

Int ReadPciByte (WORD magic，WORD reg，BYTE *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗
     
     割り込みリソース情報取得も【1】で検出したロケーション（magic）とレジスタ番号を指定
   して行います。  data 値はバイトなので【4】の関数を使用します。
     本レジスタも本ボード上のＰＣＩインターフェース素子９０５２（ＰＬＸ社製）内にあり、
   レジスタ番号＝３ＣＨ３ＣＨ３ＣＨ３ＣＨです。

     得られる data 値（１～１５）は割り込み番号です。／不使用時＝０、または２５５／
     プログラム内ではベクタに変換して御使用ください。

     なお、
     本ボードの標準設定では（プラグアンドプレイ実行時に）割り込みリソースを要求しません。
     割り込みを使用するときは１－４項に記す手順で設定を変更してください。
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３-３. ボードアクセス関連ライブラリ                                                 《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

   汎用リソース情報取得関数ライブラリ／MS-DOS 版   について

                    関数一覧関数一覧関数一覧関数一覧

【1】ＰＣＩバス上のボードの検出

Int_far GetPciDevice(WORD VendeID,WORD DeviceID,WORD nNum,WORD Flag,WORD _far *magic)

引数 VendeID ：ﾍﾞﾝﾀﾞ ID、  nNum：検出対象ボード（０～）／同ボード複数に対処・特定、
DeviceID：ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID、 Flag：０（固定）、  *magic：ﾏｼﾞｯｸ番号取得先ﾎﾟｲﾝﾀ

戻り値 0:成功、  -1：失敗

【2】指定ボード・指定レジスタのダブルワード読み込み（Ｉ／Ｏアドレス値取得に使用できる。）

  Int ReadPciDword (WORD magic，WORD reg，DWORD _far *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

【3】指定ボード・指定レジスタのワード読み込み（通常は不使用。）

Int ReadPciWord (WORD magic，WORD reg，WORD _far *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

【4】指定ボード・指定レジスタのバイト読み込み（割り込みレベル値取得に使用できる。）

Int ReadPciByte (WORD magic，WORD reg，BYTE _far *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

        使用方法使用方法使用方法使用方法：：：： 前記ＷＩＮＤＯＷＳ版と同様です。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                                                                 ３-５．Ｃのサンプル

    ３３３３----５５５５. ＣのサンプルＣのサンプルＣのサンプルＣのサンプル（ＭＳ－ＤＯＳ用／１６ビット・コード）

　　ＰＣ１０４バス側に単純なデジタル入出力ポート、および割り込み発生源があることを想定
　した簡単なサンプルです。
  　以下にアルゴリズムの概要を記します。　具体的にはソース【＊．Ｃ】を御参照ください。

　　図３－５Ａ．単純な入出力【ＧＰＰ８１２．Ｃ】

　　　　　　　　　　   初期化　　　　　 ◆ボード・リセット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ◆Ｉ／Ｏベースアドレス入力
　　　　　　　　 　 動作条件設定　　　　◆初期出力（全てＯＦＦ）
　　　　　　　　       　　　　　　

　　　　　　　　　    スタート

　　　　　　　　　　 　入出力    　　　 ◆ＰＣ１０４バス側からの割り込み要求認識フラグ
　　　　　　　　　　　 ＆表示    　　　 ◆入力データをそのまま出力する。

             
                     ＢＲＥＡＫ 　　　　　　　　 
　　　　　　 　　 　 　 検出？ 　　　Ｙｅｓ　　　　　　 ◆ＢＲＥＡＫキイ押下検出
                                
　　　　　　　　　　　 　　Ｎｏ

                                            終了

　　図３－５Ｂ．ＰＣ１０４バス側からの割り込みを検出しての入出力【ＩＮＴ８１２．Ｃ】

　　　　　　　　　　   初期化　　　　　 ◆ボード・リセット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◆Ｉ／Ｏベースアドレス入力
　　　　　　　　　  動作条件設定　　　　◆初期出力（全てＯＦＦ）
　　　　　　　　       　　　　　　　　 ◆ＰＣ１０４バス側からの割り込み許可。

　　　　　　　　　    スタート

　　　　　　　　　　　     割り込み発生
　　　　　　　　　　　                       入出力     ◆割り込みサブルーチン
                                              ＆表示     ◆入力データをそのまま出力する。

             
                     ＢＲＥＡＫ 　　　　　　　　 
　　　　　　 　　 　 　 検出？ 　　　Ｙｅｓ　　　　　　 ◆ＢＲＥＡＫキイ押下検出
                                
　　　　　　　　　　　　 　Ｎｏ

                                            終了
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                　 　             　 　　　  　４-１.システム構成・ソフトウエア構造

                      第４章．ＷＩＮＤＯＷＳハンドラ

  ＢＩＦ（ＥＸＢ）-８１２ＫにＶＣ、ＶＢ等からアクセスするためのＷＩＮＤＯＷＳ２０００
／ＸＰ／９８／ＭＥ用ハンドラ関数ライブラリです。 本ライブラリはＤＬＬであり、御利用の
パソコンにＢＩＦ-８１２ＡＰＣＩボードをインストールする過程内で自動インストールされる
（当社製）ＷＤＭドライバを介してボードにアクセスします。

４４４４----１１１１....システム構成システム構成システム構成システム構成・ソフトウエア構造・ソフトウエア構造・ソフトウエア構造・ソフトウエア構造

パソコン本体  ： ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機（含む９８ＮＸ機）
拡張メモリ量  ： １６ＭＢ以上

　ＯＳ／ｺﾝﾊﾟｲﾗ  ： ＷＩＮＤＯＷＳ２０００、ＸＰ、９８、またはＭＥ（３２ビット専用。）

対応ドライバ　： 当社製ＷＤＭドライバ（ボードインストール時に自動インストール）

  添付サンプル　： Visual-Ｃ，Ｃ＋＋（6.0）
                   Visual-Basic（6.0）
                   Borland-Ｃ(5.0)，Delphi（3.0）

  供給メディア  ： 本ボード添付のサンプルディスク内。

対応ボード    ： ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩ（～ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４接続システム）

                  【実現機能】
                  ◇ＰＣ１０４バス上の（××１０Ｈ～××ＦＦＨ番地）Ｉ／Ｏアクセス。
                  ◇ＰＣ１０４バス上の任意ポートの監視・変化検出・メッセージング機能。
                  （サンプルプログラムではＰＣ１０４バス上の割り込み要求の監視に適用）

　実行速度　　　：　本関数を使用してＰＣ１０４バスボードにＩ／Ｏアクセスする実行速度は、
　　　　　　　　　◇１バイト入出力：約４０μｓ
　　　　　　　　　◇ブロック入出力：100KB/s(＠FIFO 容量=2KB）、200KB/s(＠FIFO 容量=8KB)
　　　　　　　　　（以上、Pentium450MHz 機での実測値）

  割り込み      ： ＰＣＩバス上の割り込みは不使用。不使用。不使用。不使用。

  その他のボード： Ｉ／Ｏアドレスが重複しない限り同時に使用可能。
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４-２.使用準備                           　　　　　　　　　　　　                  《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

４４４４----２２２２....使用準備使用準備使用準備使用準備

  ボード上の設定・入力接続は標準設定【１-２項】とします。
  ソフトウエアは第３章（３－１項）にしたがって本ボード関連ファイルをインストールします。
次に本ハンドラＤＬＬ／専用ドライバを所定のフォルダに移すインストール作業は以下のとおり
です。

  ◆ＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ２０００／ＸＰ２０００／ＸＰ２０００／ＸＰの場合 ／AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行う／

   (1) 当社製ＰＣＩボード（複数可）に共通使用できるＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ用ＷＤＭ
     ドライバ“DMS_PCI.SYS”はボードインストール時に（ボードインストールディスクから）
     自動的にインストールされます。
                                インストール先：¥WINDOWS¥SYSTEM32¥DRIVERS フォルダ
       このＷＤＭドライバは当社製の全ＰＣＩボード（複数可能）から共通に使用できる汎用品
     です。  すなわち各個別ＰＣＩボード専用の関数ＤＬＬを用意すれば、このＷＤＭドライバ
     １本で当社製の全ＰＣＩボードを動作させることができます。

   (2) 本関数ＤＬＬ（H812_2K.dll）もボードインストール時に所定の ¥WINDOWS¥SYSTEM32 に
 　　コピーされているので、即サンプル（¥MSCIENCE¥HND_2K¥BIF812 以下）を使用できます。

  ◆ＷＩＮＤＯＷＳ９８９８９８９８／ＭＥＭＥＭＥＭＥの場合
　　　　当社提供のボードインストール環境は通常、ＷＩＮＤＯＷＳ９５との互換性をとるため、
　　　ＶＸＤ型ドライバで使用する前提で設定されていますが、
　　　　本ハンドラＤＬＬはＷＩＮＤＯＷＳ２０００と同一のＷＤＭ型ドライバを使用するため、
　　　ＷＩＮＤＯＷＳ２０００と同一のインストール作業【１－４項】が必要です。　もし既に
　　　ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８の方法でインストール済みの場合は以下の要領で一旦削除して
　　　から、あらためてＷＩＮＤＯＷＳ２０００と同一の方法でインストールしてください。

　　  (1) ＷＩＮＤＯＷＳのデバイスマネージャで表示される本ボードの関連付けを削除する。

　　　(2) ¥Windows¥Inf¥Others フォルダに以下の定義ファイルがあれば、これらを削除する
　　　　　Micro Science ms_pci.inf、Micro Science Co.,Ltd.DMS_PCI.INF

          　なお ¥Windows¥Inf フォルダは隠しフォルダとなっているので、エクスプローラの
　　　　　＜表示＞→＜フォルダオプション＞→＜表示＞にある“詳細設定”内の
　　　　　“ファイルとフォルダの設定”で“全てのファイルを表示する”に変更して作業する。

      (3) ＷＩＮＤＯＷＳ２０００と同一の方法・手順で本ボードをインストールする。

      (4) 念のため、デバイスマネージャで本ボードの登録を確認します。

      (5) 本関数ＤＬＬ（H812_2K.dll）もボードインストール時に所定の¥WINDOWS¥SYSTEM32 に
 　　   コピーされているので、即サンプル（¥MSCIENCE¥HND_2K¥BIF812 以下）を使用できます。

 
 

               ＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷ等の完成アプリケーションから利用する場合は

       ＷＩＮＤＯＷＳハンドルの引き渡し、すなわちメッセージングの利用ができない場合は
    ４-４項【18】メッセージ送信指定関数で引数ｈＷｎｄ＝０とすればメッセージング機能が
    無効となります。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                             　  　　　　　　  　 　     ４-３.ユーザプログラム記述

    ４４４４----３３３３....ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述

    御自身の記述したメインプログラムから本ハンドラＤＬＬ（＋ドライバ）を使用します。
    テストには付属のサンプルプログラムを御利用ください。 前４-２項に従ってインストール
しておきます。 （具体的なコーディングについてはサンプル・ソースを御覧ください。）

                              表４-３Ａ．サンプルソース

  言語・環境  ファイル名 　　　　　　　　   概要
Visual-C (6.0)  Sample.c
Visual-C++ (6.0)  SampDlg.cpp
Visual-Basic (6.0)  Form1.frm
Boarland-C (5.0)  Sample.c
Delphi (3.0)  Unit1.pas

 特定ボードに依存しない汎用のＩ／Ｏ命令実行例、
 および
 任意入力ポートの任意入力ビット監視、変化検出による
 メッセージング例。

                                表４-３Ｂ．制御関数一覧

    　　　 関数名              機能・内容 　　　 備考
 【1】Bif812_Open_Driver ボード、および本ハンドラの初期化
 【2】Bif812_Start_Driver ハンドラ動作開始

　通常ペアで使用

 【3】Bif812_Stop_Driver ハンドラ動作停止
 【4】Bif812_Close_Driver ハンドラ終了、クローズ

　通常ペアで使用

 【5】Bif812_ReadByte １バイト入力
 【6】Bif812_ReadWord １ワード入力
 【7】Bif812_ReadByteBlock 複数バイト連続（ブロック）入力 バイト・ストリング
 【8】Bif812_ReadWordBlock 複数ワード連続（ブロック）入力 ワード・ストリング
 【9】Bif812_WriteByte １バイト出力
【10】Bif812_WriteWord １ワード出力
【11】Bif812_WriteByteBlock 複数バイト連続（ブロック）出力 バイト・ストリング
【12】Bif812_WriteWordBlock 複数ワード連続（ブロック）出力 ワード・ストリング

【13】Bif812_WatchPoint 監視点の設定 最大８点設定可能
【14】Bif812_StartWatch 監視開始（スレッド作成・動作開始）
【15】Bif812_StopWatch 監視停止（動作停止・スレッド削除）
【16】Bif812_GetFlags 変化検出フラグの取得
【17】Bif812_ClearFlags 変化検出フラグのクリア
【18】Bif812_TransmitMessage （変化検出時の）メッセージ送信指定
【19】Bif812_RelWatch 監視点の削除

【20】Bif812_Get_Libver 本ハンドラのバージョン情報取得
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４-４. 関数仕様・エラーコード　　　　　　　　　　　　　                             《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

４４４４----４４４４....関数仕様関数仕様関数仕様関数仕様・エラーコード・エラーコード・エラーコード・エラーコード

 以下に各関数の仕様・詳細を記します。

【１】オープン・ドライバ

   書式  int Bif812_Open_Driver (void)

   引数  なし

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ドライバ内部の初期化、およびＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩボードの検出。

【２】スタート・ドライバ

   書式  int Bif812_Start_Driver (int board_no, int base_no, int *resource_no)

   引数  　　　　ｂｏａｒｄ＿ｎｏ： ボード番号＝０（固定値）／２-３項参照／
　　　　　 ｂａｓｅ＿ｎｏ： ベースアドレス・レジスタ番号＝３（固定値）／３-３項参照／
 ＊ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ： 割り当てられたリソース番号（戻り値）／以下の各関数で要求される／

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作 　 使用するＢＩＦ－８１２ＰＣＩのボード番号、およびベースアドレス・レジスタ番号を
 ドライバ内部の管理用リソース番号と関連付けることにより以下の各関数が使用可能になる。

           　通常、【１】【２】は本ハンドラ使用開始時にペアで使用する。

【３】ストップ・ドライバ

   書式  int Bif812_Stop_Driver (int resource_no)

   引数  ＆ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ： リソース番号。／【２】で取得／

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  リソースの開放。

【４】クローズ・ドライバ

   書式  int Bif812_Close_Driver (void)

   引数  なし

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ドライバの使用停止。

           　通常、【３】【４】は本ハンドラ使用終了時にペアで使用する。
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《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》                                                       ４-４.関数仕様・エラーコード

【５】１バイトバイトバイトバイト入力（ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏポートから）

   書式  int Bif812_ReadByte(int resource_no, int address)

   引数  ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ：リソース番号

 ａｄｄｒｅｓｓ：Ｉ／Ｏポート・アドレス下位バイト（ＰＣ１０４バス上）／００Ｈ～ＦＦＨの範囲／

  戻り値  正常終了時 ： 入力データ（１バイト）
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ＰＣ１０４バス上にある任意の（バイト）Ｉ／Ｏポートから１データを読み込む。

【６】１ワードワードワードワード入力（ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏポートから）

   書式  int Bif812_ReadWord(int resource_no, int address)

   引数  ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ：リソース番号

 ａｄｄｒｅｓｓ：Ｉ／Ｏポート・アドレス下位バイト（ＰＣ１０４バス上）／００Ｈ～ＦＥＨの範囲／

  戻り値  正常終了時 ： 入力データ（１ワード）
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ＰＣ１０４バス上にある任意の（ワード）Ｉ／Ｏポートから１データを読み込む。

【７】１ブロック入力 ／複数バイトバイトバイトバイト構成データ群／（ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏポートから）

   書式  int Bif812_ReadByteBlock(int resource_no, int address，int count，
                          UCHAR *pbuf)

   引数
 ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ：リソース番号

 ａｄｄｒｅｓｓ：Ｉ／Ｏポート・アドレス下位バイト（ＰＣ１０４バス上）／００Ｈ～ＦＦＨの範囲／

 ｃｏｕｎｔ：データ数（＝繰り返し読み込み数＝ストリング数）

 ＊ｐｂｕｆ：データ格納バッファ（ポインタ）

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ＰＣ１０４バス上にある任意のＩ／Ｏポートから１ブロック分のバイトデータを連続で読み込む。
 該当ポート上のＦＩＦＯバッファメモリからの高速読み込みなどに利用できる。

【８】１ブロック入力 ／複数ワードワードワードワード構成データ群／（ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏポートから）

   書式  int Bif812_ReadWordBlock(int resource_no, int address，int count，
                          USHORT *pbuf)

   引数
 ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ：リソース番号

 ａｄｄｒｅｓｓ：Ｉ／Ｏポート・アドレス下位バイト（ＰＣ１０４バス上）／００Ｈ～ＦＥＨの範囲／

 ｃｏｕｎｔ：データ数（＝繰り返し読み込み数＝ストリング数）

 ＊ｐｂｕｆ：データ格納バッファ（ポインタ）

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ＰＣ１０４バス上にある任意のＩ／Ｏポートから１ブロック分のワードデータを連続で読み込む。
 該当ポート上のＦＩＦＯバッファメモリからの高速読み込みなどに利用できる。
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４-４.関数仕様・エラーコード　　　　　　　　　　　　　                             《ＢＩＦ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ》

【９】１バイトバイトバイトバイト出力（ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏポートに）

   書式  int Bif812_WriteByte (int resource_no, int address，UCHAR data)

   引数  ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ：リソース番号

 ａｄｄｒｅｓｓ：Ｉ／Ｏポート・アドレス下位バイト（ＰＣ１０４バス上）／００Ｈ～ＦＦＨの範囲／

 ｄａｔａ：出力データ（１バイト）

  戻り値  正常終了時 ： ０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ＰＣ１０４バス上にある任意の（バイト）Ｉ／Ｏポートに１データを書き込む。

【10】１ワードワードワードワード出力（ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏポートに）

   書式  int Bif812_WriteWord (int resource_no, int address，USHORT data)

   引数  ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ：リソース番号

 ａｄｄｒｅｓｓ：Ｉ／Ｏポート・アドレス下位バイト（ＰＣ１０４バス上）／００Ｈ～ＦＥＨの範囲／

 ｄａｔａ：出力データ（１ワード）

  戻り値  正常終了時 ： ０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ＰＣ１０４バス上にある任意の（ワード）Ｉ／Ｏポートに１データを書き込む。

【11】１ブロック出力 ／複数バイトバイトバイトバイト構成データ群／（ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏポートに）

   書式  int Bif812_WriteByteBlock (int resource_no, int address，int count，

                            UCHAR *pbuf)

   引数

 ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ：リソース番号
 ａｄｄｒｅｓｓ：Ｉ／Ｏポート・アドレス下位バイト（ＰＣ１０４バス上）／００Ｈ～ＦＦＨの範囲／
 ｃｏｕｎｔ：データ数（＝繰り返し書き込み数＝ストリング数）
 ＊ｐｂｕｆ：データ格納バッファ（ポインタ）

  戻り値  正常終了時 ： ０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ＰＣ１０４バス上にある任意のＩ／Ｏポートに１ブロック分のバイトデータを連続で書き込む。
 該当ポート上のＦＩＦＯバッファメモリへの高速書き込みなどに利用できる。

【12】１ブロック出力 ／複数ワードワードワードワード構成データ群／（ＰＣ１０４バス上のＩ／Ｏポートに）

   書式  int Bif812_WriteWordBlock (int resource_no, int address，int count，

                            USHORT *pbuf)

   引数
 ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿ｎｏ：リソース番号
 ａｄｄｒｅｓｓ：Ｉ／Ｏポート・アドレス下位バイト（ＰＣ１０４バス上）／００Ｈ～ＦＥＨの範囲／
 ｃｏｕｎｔ：データ数（＝繰り返し書き込み数＝ストリング数）
 ＊ｐｂｕｆ：データ格納バッファ（ポインタ）

  戻り値  正常終了時 ： ０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  ＰＣ１０４バス上にある任意のＩ／Ｏポートに１ブロック分のワードデータを連続で書き込む。
 該当ポート上のＦＩＦＯバッファメモリへの高速書き込みなどに利用できる。
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  監視動作　　　　設定した対象入力ポート・条件により専用スレッドで連続的に監視を行い、
　　　　　　　　変化を検出したときは所定のフラグをセットしたり、メッセージを発信する。
　　　　　　　　　変化検出は比較データ１，２とマスク値で以下の評価式で行う

　　　　　　　　　  評価式１：　if  (inport(w_addr) & w_mask  = w_data1) then
　　　　　　　　　  評価式２：　if  (inport(w_addr) & w_mask != w_data1) then
　　　　　　　　　  評価式３：　if  (inport(w_addr) & w_mask  = w_data2) then

             (1)レベル一致検出は評価式１が真（TRUE）となったときにフラグをセットする。
             (2)レベル不一致検出は評価式２が真（TRUE）となったときにフラグをセットする。
             (3)エッジ検出では評価式１が真（TRUE）となったら評価式３に移り、これも真に
　　　　　　　　なったらフラグをセットする。

【13】監視点の設定（最大８点／ＰＣ１０４バス上の任意ポートを任意の条件で監視する）

   書式  int Bif812_WatchPoint (WORD ope, WORD addr, WORD length, WORD mask,
                        WORD data1, WORD data2, WORD *watch_id)

   引数

　　　ｏｐｅ：変化検出条件／　１＝レベル一致、　２＝レベル不一致、　３＝エッジ
　　ａｄｄｒ：監視対象入力ポートのアドレス下位バイト（００Ｈ～ＦＦＨ）
ｌｅｎｇｔｈ：監視対象入力ポートのデータ語長／　１＝バイト、　２＝ワード
　　ｍａｓｋ：マスクデータ（読み込んだ監視対象ポートのデータにマスクをかけてから比較する。）
　ｄａｔａ１：比較データ１
　ｄａｔａ２：比較データ２（検出条件１，２のときは無視）
 ＊ｗａｔｃｈ＿ｉｄ：監視点設定番号を返すポインタ。

  戻り値   正常終了時 ： ＝０
  エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作
　監視対象入力ポート、および同入力ポートの変化を検出する条件を登録・設定する。
監視点は最大８点まで登録できる。
監視点設定番号は１～６５５３４の値が順に発行され、１廻りするまでは同一値が発行されず、
  以下に記す各関数で制御するときの特定に使用する。

【14】監視開始

   書式  int Bif812_StartWatch (WORD watch_id)

   引数  ｗａｔｃｈ＿ｉｄ：監視点設定番号（スタートする監視点の特定）

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作
　指定監視点の変化検出を専用スレッドにより開始する。
以後、変化条件を検出するとフラグをセットする。
  正常終了の場合、スレッドの動作開始を確認してから戻る。

【15】監視停止

   書式  int Bif812_StopWatch (WORD watch_id)

   引数  ｗａｔｃｈ＿ｉｄ：監視点設定番号（ストップする監視点の特定）

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作
 指定監視点の変化検出動作を停止させ、同スレッドを削除する。
 正常終了の場合、スレッドの削除を確認してから戻る。
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【16】変化検出フラグの取得

   書式  int Bif812_GetFlags (WORD watch_id, WORD *flags)

   引数  ｗａｔｃｈ＿ｉｄ：監視点設定番号（対応する監視点の特定）

     ＊ｆｌａｇｓ：変化検出フラグ（ポインタ）／０＝初期・クリア状態、１＝検出によるセット状態

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  指定監視点の変化検出フラグを取得する。

【17】変化検出フラグのクリア

   書式  int Bif812_ClearFlags (WORD watch_id)

   引数  ｗａｔｃｈ＿ｉｄ：監視点設定番号（対応する監視点の特定）

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  指定監視点の変化検出フラグをクリアする。

【18】変化検出時のメッセージ送信指定

   書式  int Bif812_TransmitMessage (WORD watch_id, HWND hWnd)

   引数  ｗａｔｃｈ＿ｉｄ：監視点設定番号（対応する監視点の特定）

 　　　　ｈＷｎｄ：（メッセージ送信先）ウインドウのハンドル／　＝０なら送信しない。

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作

 　専用スレッドが指定監視点の指定変化を検出したとき、所定のＷｉｎｄｏｗｓメッセージを指定の
 ハンドルに送る。　メッセージ内容は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）監視点設定番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）変化検出時点の入力データ

　　　　　 【注】 Ｗｉｎｄｏｗｓのメッセージは最大で数１００ｍｓも遅れることがあり、
　　　　　　　　監視動作の途中で（メッセージ送信を中止すべく）“ｈＷｎｄ”を０に指定変え
　　　　　　　  しても、既に生成済みのメッセージがあれば、これを止めることはできません。

【19】監視点の削除

   書式  int Bif812_RelWatch (WORD watch_id)

   引数  ｗａｔｃｈ＿ｉｄ：監視点設定番号（対応する監視点の特定）

  戻り値  正常終了時 ： ＝０
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  関数【１３】で登録済みの監視点を削除する。
 登録可能な監視点は最大８点なので、不要となった監視点を削除することで設定可能点数が増える。
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【20】本ハンドラのバージョン取得

   書式  Int Bif812_Get_Libver (int ver)

   引数  ｖｅｒ：バージョン情報／０：戻り値は（メジャーバージョン番号）＋（マイナーバージョン番号）
      　　　　　　　　　 １：戻り値は（メジャーバージョン番号）
　　　　　　　　　　　　 ２：戻り値は（マイナーバージョン番号）

  戻り値  正常終了時 ： 本ハンドラのバージョン番号
 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作
 本ハンドラのバージョン情報を得る

　 ◇例えばバージョンが１.０１の場合、本関数をｖｅｒ＝０として実行すると
　　 戻り値は０ｘ１０１となります。

　  　　　　　　　　　　　 　表４－４．エラーコード一覧

戻り値 　　不具合いの内容、または因果情報 　　　　　     適用関数
－　１  ドライバファイルを検出できない。  Bif812_Open_Driver
－　２  ボードを検出できない。  Bif812_Open_Driver
－　３  初期化が未実行  各関数
－　４  ｂｏａｒｄ＿ｎｏは０に限る。  Bif812_Start_Driver
－  ５  パラメータエラー  各関数
－  ６  Ｓｔａｒｔ＿Ｄｒｉｖｅｒが未実行。  各関数
－  ７  ボードＩＤが違う（not 0x1F）  Bif812_Open_Driver
－  ８  ボード番号ＳＷ１の値が違う（not 0）  Bif812_Open_Driver
－  ９
－１０  監視点番号が不正。  Bif812_Start_Watch, Bif812_StopWatch
－１１  監視点の最大登録数は８点。  Bif812_WatchPoint
－１２  指定された監視点番号は未登録。  Bif812_Start_Watch, Bif812_StopWatch
－１３  指定された監視点は監視実行中。  Bif812_Start_Watch
－１４  指定された監視点は監視実行中ではない。  Bif812_StopWatch
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第５章．保守・その他

５５５５----１１１１. . . . 故障故障故障故障・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処

　本機は全数検査のうえ出荷されています。
　動作に不具合い等が見られるるときは以下の諸点を再点検してください。
　それでも不明なときは巻末の【Ｑ＆Ａフォーム】にシステム構成（特に外部機器の接続回路）等
の動作条件を御記入のうえ、技術部宛ＦＡＸしてください。
　迅速に応答する体制となっています。　なおＴＥＬいただく場合も、客観情報の整理・評価は問
題解決のスピードアップにつながりますから、事前に【Ｑ＆Ａフォーム】をＦＡＸしてください。

　再点検・確認ポイント

（１）インストール　　 ◆インストール、ボード（BIF-812PCI）認識が正常か否かを
　　　　　　　　　　　　 ＷＩＮＤＯＷＳのデバイスマネージャで確認する。

（２）Ｉ／Ｏアドレス　 ◆他のデバイスと重複・競合はないか？（２－２項）
　　　　　　　　　　　　 当社製ＰＣ１０４アプリケーションボードを使用する場合は、
　　　　　　　　　　　　 ＰＣ１０４バス側インターフェース・ボード（BIF-812APC104）上の
　　　　　　　　　　　　 スイッチＳＷ１，ＳＷ２の各値と各アプリケーション・ボード上の
　　　　　　　　　　　　 同名スイッチの値を同一値に設定すること。

（３）割り込みレベル   ◆他のデバイスと重複・競合はないか？（２－４項）

（４）電源供給　　　　 ◆ＰＣ１０４バス側インターフェース・ボード（BIF-812APC104）、
                         およびＰＣ１０４アプリケーションボード用電源は BIF-812APC104
  　　　　　　　　　　　 ボード上の専用コネクタＣＮ２（１-２項／図１-２Ｃ）から供給
　　　　　　　　　　　　 する。　必要容量は＋５ｖ０.５Ａ（BIF-812APC104 用）＋アプリ
　　　　　　　　　　　　 ケーションボード消費用。

　動作確認方法

　　  当社では原則として、ユーザ作成のソフトウエアについては評価しません。
　  　動作確認は無償配布の当社製プログラム実行結果について推測・適否・判定を行います。
　    ＱＡリクエスト時には当プログラムの実行結果をレポートしてください。
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５５５５----２２２２. . . . 修理のときは修理のときは修理のときは修理のときは

　入手経路の如何にかかわらず当社宛に直接お申しつけください。　商社等を経由されますと時間
がかかるだけでなく、情報交換の不便、費用の面でも不利になります。　なお当社では修理依頼を
受けた製品が検査の結果、良品と判定された場合は（保証期間内でも）手数料を申し受けます。
　特に最初からの不具合いには誤解や情報不足によることが多いので、事前に御相談ください。
　                                                          【Ｑ＆Ａフォーム】が便利です。

　無償修理　　　  納入後１年以内の自然故障、および当社製造上の問題に起因した故障に対して
　　　　　　　  は無償修理を行います。　但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか
                否かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。
                  なお当社では保証書を発行していませんが、社内では製造番号と出荷年月日の
                記録を基に判定しています。

　有償修理　　　  落雷等の自然現象、漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、ユーザ側の責に
　　　　　　　  帰する故障品、または納入後１年間を経過した製品の自然故障に対しては実費・
　　　　　　　　  有償にて修理をお請けします。　性格上、事前見積もりは不可能ですが、制限
                額を事前通知いただければ、作業過程で制限を超えそうな見通しがたった時点で
                連絡・相談させていただきます。

 ◆受け渡し　：　 通常の授受は宅配便で行います。

 ◆修理期間　：　 全んどの場合、当社内で２４時間以内に完了・返送しています。時間を要する
   　　　　　　 ような場合は御連絡いたします。

 ◆費用の目安：　 修理費用は事務管理手数料、技術者の所要時間（１時間単位）手数料、および
                交換部品代の合計です。  ２００２年４月現在（時勢により変動します）では、

                    ◇事務管理手数料（１件当り、返送運賃含）：＝￥４,０００
　　　　　　　      ◇修理時間手数料：＝（時間単価￥６,０００）×所要時間
                    ◇交換部品代    ：＝￥実費

　　　　　　　　  故障経緯、システム客観情報の添付は時間の節約・コストダウンに有効です。
　　　　　　　　　典型的な事例では費用合計が￥２０,０００を超えることは希れです。

　　　【注２】　　当社製品に対してユーザが改造を行った場合は、当社サポートの対象外になり
　　 　　　   　ます。　改造とは製品に新たな部品を追加実装、または実装部品を削除したり、
　　　　 　   　回路パターン・接続に変更を加えることです。　なお、当社がオプションとして
　　　 　　　   供給、または指定した部品の追加実装・交換はこの限りではありません。
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　　マイクロサイエンス（株）行　　　　　　　　  Ｑ＆Ａフォーム
　　　ＦＡＸ：０３（３３０１）５５９３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　発信：　　　年　　月　　日／　　　　時　　分

　　製品名　　  ＢＩＦ-８１２ＡＫ／ＥＸＢ-８１２ＡＫ 　  購入時期　　　　年　　　月

　 ボード上の  （ＢＩＦ－８１２ＡＰＣＩ）　　　　 　　（ＢＩＦ－８１２ＡＰＣ１０４）

　 設定、    　　ＳＷ１＝　　　　　　　　　　　　　　　ＳＷ１＝

　 使用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＷ２＝

　 その他
　  

　 Ｉ／Ｏ、　　　同時使用の　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 Ｉ／Ｏアドレス
　 周辺状況　　　他ボード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   割り込み、等

　 本体　　　　 　ＣＰＵ   
　 システム
　　　　　　　　本体メモリ

　　　　　　　　　ＯＳ　　　　（　 　　　　　                　）

　 　　　　　　　 言語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンパイラ　　　　　　　　 （ｖｒ　　）
   ソフト
　　　　　　　 プログラム名   

　（動作状況）

　　　　　                　《６０分以内に応答のないときはお叱りください。》　ＴＥＬ：０３（３３９６）８３７７

 御使用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （所属部・課）

　団体名

　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （所在地）

ＦＡＸ


